
8月、名古屋へ直行便
………………………… 10

データで知る帯広
5月末の人口と世帯数
人口 ▶ 168,168人
　　　　　         （前月比＋48人）
　男 ▶ 80,197人
　女 ▶ 87,971人
世帯 ▶ 86,393世帯
　　　　　      （前月比＋67世帯）

5月の火災発生件数
11件（前月比＋3件）

5月の家庭ごみ排出量
ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,504t
（前年同月比＋152t）

622t
（前年同月比＋34t）

8月の１カ月間、今年も日
本航空が名古屋線を運航し
ます。
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▪
食育への関心が向上
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▪
あなたの一票大切に！
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▪
帯広の森に「もりの山」
が誕生………………… 11

今月の紙面

◆1 ◆ 広報おびひろ 平成28年７月号

　

と
か
ち
最
大
級
の
市
民
参
加
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
マ
ラ
ソ
ン
」。
昨
年
は
過
去
最
多
の

５
１
３
１
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
５
年

目
と
な
る
今
年
も
、
沿
道
か
ら
の
声
援

や
大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
市
民
に
支
え
ら
れ
て
開
催

し
ま
す
。

　

種
目
と
参
加
料
金
は
表
の
と
お
り
で
、

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈰
、
９
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

ふ
じ
ま
る
ビ
ル
前
を
ス
タ
ー

ト
、
競
馬
場
方
面
に
向
か
い
、
種
目
ご

と
の
折
り
返
し
点
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、

中
央
公
園
前
が
ゴ
ー
ル
。
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
は
帯
広
の
森
で
折
り
返
す
、
日
本

陸
上
競
技
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス
。（
図
）

エ
ン
ト
リ
ー
は
９
月
30
日
ま
で

　

募
集
要
項
は
６
月
24
日
㈮
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
６
月
24
日
㈮
～
９
月

30
日
㈮
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

専
用
の
エ
ン
ト
リ
ー
ペ
ー
ジ
（http://

hokkaido-run.jp/obihiro/

）
の
ほ

か
、
募
集
要
項
に
添
付
の
払
込
用
紙
を

使
用
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便

局
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

６
月
24
日

参
加
受
け
付
け
開
始

　
記
録
へ
の
挑
戦
や
健
康
づ
く
り
な
ど
、
思
い
思
い
に
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

　
秋
深
ま
る
す
が
す
が
し
い
帯
広
の
街
を
、
駆
け
抜
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
２
１
０
）

問
い
合
わ
せ

緑ヶ丘公園

帯広の森
運動公園

帯広の森

開西小
西帯広公園

西町公園

帯広市役所

藤丸
5km折り返し点

ハーフ折り返し点

スタート
ゴール

2.5km折り返し点

大
通

栄
通

平
原
通

西
５
条
通

弥
生
新
道

中島通

帯
広
駅

柏林台駅
西帯広駅

帯広競馬場

森の里小

開西病院

帯広
南商高

陸上競技場

帯広の森
野球場

おびひろ
動物園陸上自衛隊

帯広駐屯地

151
715

151

38

往　路
復　路

給水所
（4カ所）

トイレ
（4カ所）

表　種目と参加料金

図　コースマップ

種目 一般 高校生 中学生 小学生 親子
ファミリー

ハーフ 5200円 4600円 － － －
5ｋｍ 3600円 3600円 1550円 － －

2.5ｋｍ 2600円 2600円 1550円 850円 3100円
「－」は競技対象外。親子ファミリーは、親と小学生の子どものペア。

当日の交通規制は広報おびひろ10月号折り込みチラシでお知らせします。

大会に関する問い合わせ

エントリーに関する問い合わせ

2016フードバレーとかちマラソン大会実
行委員会事務局（スポーツ振興室内、☎
65・4210、平日9時〜17時）

2016フードバレーとかちマラソン大会エ
ントリーセンター（アイサム内、☎011・
622・1100、平日10時30分〜16時）
※6月24日（金）より開始

帯広の街を
駆け抜けよう！

20162016

10月30日（日）
開催日

フードバレーとかちマラソン 検  索



◆2◆広報おびひろ平成28年７月号

平成27年度 平成28年度

〈１〉
医療保険分

①平等割 2万8800円 3万円
②均等割 2万5400円 2万7400円
③所得割 9.2% 10.1%
上限額 52万円 54万円

〈２〉
後期高齢者
支援金分

①平等割 8800円 8400円
②均等割 7900円 7500円
③所得割 2.7% 2.4%
上限額 17万円 19万円

〈３〉
介護保険分
40歳以上65歳
未満の人のみ

①平等割 6400円 7000円
②均等割 8400円 8600円
③所得割 1.7% 2.0%
上限額 16万円 16万円

国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
定

　

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
率

と
上
限
額
が
決
定
し
ま
し
た
。（
表
１
）

　

保
険
料
は
、
〈１〉
医
療
保
険
分
、
〈２〉
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
〈３〉
介
護
保
険
分

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の
み
）
を

合
計
し
た
も
の
で
す
。

　

〈１〉
～
〈３〉
そ
れ
ぞ
れ
が
、
①
世
帯
単
位

で
掛
か
る
「
平
等
割
」、
②
加
入
者
一

人
ず
つ
に
掛
か
る
「
均
等
割
」、
③
加

入
者
全
員
の
前
年
所
得
で
算
定
す
る

「
所
得
割
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

　

所
得
の
低
い
世
帯
は
、
４
月
１
日
の

世
帯
内
の
加
入
者
数
と
前
年
中
の
所
得

に
応
じ
て
、
保
険
料
の
平
等
割
と
均
等

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）

　

加
入
者
数
に
は
国
保
（
国
保
組
合
を

除
く
）
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
「
旧
国
保
被
保
険
者
」
を
含

み
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
は
、
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
た

日
の
加
入
者
数
に
な
り
ま
す
。

　

軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
減
額
し
て
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
加
入
者
の
う
ち
収
入
が

な
い
人
や
、
遺
族
・
障
害
年
金
、
雇
用

保
険
を
受
け
て
い
る
人
が
保
険
料
の
軽

減
を
受
け
る
に
は
、
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
申
告
が
な
い
世
帯
は
、
保
険

料
の
軽
減
な
ど
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
方
は
２
通
り

◆
普
通
徴
収

　

口
座
振
替
や
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
方
法
で
す
。

　

１
年
分
を
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
10
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
国
保
に
加
入
し

た
場
合
は
、
届
け
出
の
翌
月
か
ら
納
め

ま
す
。

◆
特
別
徴
収

　

年
金
天
引
き
で
納
め
る
方
法
で
す
。

世
帯
内
の
国
保
加
入
者
の
年
齢
な
ど
、

一
定
の
条
件
全
て
に
当
て
は
ま
る
世
帯

の
み
が
対
象
で
す
。（
表
３
）

　

既
に
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
人

は
、
特
別
徴
収
の
対
象
外
で
す
。

納
め
方
の
変
更

◆
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ

　

世
帯
主
が
65
歳
に
な
り
、
一
定
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
普
通
徴
収

か
ら
特
別
徴
収
に
自
動
的
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
（
表
３
・
４
）

　

国
保
の
加
入
状
況
な
ど
で
、
開
始
時

期
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆�

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ

　

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
る
世
帯
で

も
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
者
は
次
の
３
つ
を
持
参
し
て
、

国
保
課
保
険
料
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

①
被
保
険
者
証

②
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

③
口
座
の
届
け
出
印

　

特
別
徴
収
の
中
止
に
は
、
２
～
４
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
国
保
料
が
決
定

加
入
者
み
ん
な
で
支
え
合
う
国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
保
険
料
は
、
本
年
度
に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
医
療
費
か
ら
、
国
な
ど
の
補
助
金
や
病
院
で
支

払
う
自
己
負
担
分
を
差
し
引
い
た
額
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
国
保
課　
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
）

問
い
合
わ
せ

軽減
割合

加入者数
（旧国保被保険者含む）

加入者と世帯主の
前年所得

（旧国保被保険者含む）
７割 何人でも 33万円以下

５割

1人 59万5000円以下
2人 86万円以下
3人 112万5000円以下

1人増えるごとに26万5000円を加算した金額以下

２割

1人 81万円以下
2人 129万円以下
3人 177万円以下

1人増えるごとに48万円を加算した金額以下

表２　低所得者の軽減割合（平成28年度以降）

表1　平成28年度の国民健康保険料率と上限額

（ ）

表３　特別徴収の対象となる世帯の条件

①世帯内の国保加入者全員が65歳以上75歳未満
②世帯主（納付義務者）が国保に加入している
③国民健康保険料を口座振替で納付していない
④�世帯主が年額18万円以上の年金※を受給している
⑤�介護保険料と国民健康保険料の1期分の特別徴収額の合計が、
1回分の年金受給額の２分の１を超えない

◎�世帯主が今年度中に75歳になる世帯は特別徴収の対象外です。
※�特別徴収の対象となる年金は国が定めています。
　�複数の年金を受給している場合は、受給額の大小ではなく国が政令で定め
る順位により対象となる年金を決定します。
　�年金の種類で一番順位が高いのは、「老齢基礎年金」です。

全てに当てはまる世帯が対象

表４　世帯主が65歳になるときに、普通徴収から
　　　特別徴収へ変更となる時期の目安

平成28年  4月3日～平成28年10月2日  ▶  平成29年  4月
平成28年10月3日～平成28年12月2日  ▶  平成29年  6月
平成28年12月3日～平成29年  2月2日  ▶  平成29年  8月
平成29年  2月3日～平成29年  4月2日  ▶  平成29年10月

世帯主が65歳になる時期
特別徴収へ変更と
なる時期の目安

　
前
年
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
（
所
得

税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
的
年
金
控

除
額
や
給
与
所
得
控
除
額
な
ど
）
を
差

し
引
い
た
額
で
、
社
会
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
を
差

し
引
く
前
の
額
で
す
。
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
収
入
は
含
み

ま
せ
ん
。

 

所
得
と
は

夫婦＋子供２人の４人世帯
夫：41歳、給与所得199万円（給与収入310万円）
妻：38歳、給与所得55万円（給与収入120万円）
子供２人：所得なし

●軽減判定（表２参照）・・・軽減非該当
　夫の給与所得199万円＋妻の給与所得55万円=254万円
　４人世帯で軽減判定基準所得が254万円→軽減非該当
●所得割基礎額　188万円（1000円未満切捨て）
　夫：給与所得199万円−基礎控除33万円=166万円
　妻：給与所得55万円−基礎控除33万円=22万円

〈1〉医療保険分　32万9400円（100円未満切捨て）
　①平等割　3万円
　②均等割　2万7400円×４人=10万9600円
　③所得割　所得割基礎額188万円×10.1％＝18万9880円
　　医療保険分年額　①＋②＋③=32万9480円

〈2〉後期高齢者支援金分　8万3500円（100円未満切捨て）
　①平等割　8400円
　②均等割　7500円×４人=3万0000円
　③所得割　所得割基礎額188万円×2.4％＝4万5120円
　　後期高齢者支援金分年額　①＋②＋③=8万3520円

〈3〉介護保険分（夫のみ該当）4万8800円（100円未満切捨て）
　①平等割　7000円
　②均等割　8600円×１人=8600円
　③所得割　所得割基礎額166万円×2.0％＝3万3200円
　　介護保険分年額　①＋②＋③=4万8800円

国保料年額　〈1〉＋〈2〉＋〈3〉=46万1700円

計算例
１

夫婦２人世帯
夫：72歳、年金所得138万円（年金収入258万円）
妻：70歳、年金所得0円（年金収入90万円）

●軽減判定（表２参照）・・・２割軽減該当
　�夫の年金所得138万円−15万円※＋妻の年金所得0円=123
万円

　２人世帯で軽減判定基準所得が123万円→２割軽減該当
　※�平成28年１月１日時点で65歳以上の年金所得者は、年金所得

から15万円を引いた額で軽減判定基準所得を計算します。
●所得割基礎額　105万円（1000円未満切捨て）
　夫：年金所得138万円−基礎控除33万円=105万円
　妻：0円

〈1〉医療保険分　17万3800円（100円未満切捨て）
　①平等割　3万円
　②均等割　2万7400円×２人=5万4800円
　③所得割　所得割基礎額105万円×10.1％＝10万6050円
　④軽減額（２割軽減）（①+②）×0.2＝1万6960円
　　医療保険分年額　①＋②＋③−④=17万3890円

〈2〉後期高齢者支援金分　4万3900円（100円未満切捨て）
　①平等割　8400円
　②均等割　7500円×２人=1万5000円
　③所得割　所得割基礎額105万円×2.4％＝2万5200円
　④軽減額（２割軽減）（①+②）×0.2=4680円
　　後期高齢者支援金分年額　①＋②＋③−④=4万3920円

国保料年額　〈1〉＋〈2〉=21万7700円

計算例
２
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
費

の
約
５
割
を
税
金
な
ど
で
、
約
４
割
を

若
年
者
の
保
険
料
で
、
残
り
の
１
割
を

高
齢
者
の
保
険
料
で
賄
う
仕
組
み
で
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

国
民
健
康
保
険
で
は
世
帯
ご
と
に
保

険
料
を
納
め
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
保

険
料
を
納
め
ま
す
。

　

保
険
料
は
全
て
の
加
入
者
が
等
し
く

負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、
加
入
者
の

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
」
の
合
計
で
、
加
入
者
一
人
ず
つ

計
算
し
ま
す
。

　

保
険
料
を
算
出
す
る
保
険
料
率
は
、

制
度
を
運
営
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
、
原
則
２
年
ご
と
に

見
直
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
保
険
料

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
、
均
等
割

額
が
４
万
９
８
０
９
円
、
所
得
割
額
の

基
礎
と
な
る
所
得
割
率
が
10
・
51
パ
ー

セ
ン
ト
、
保
険
料
の
限
度
額
は
57
万
円

で
す
。（
図
１
）

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
と
納
め
方

は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
保
険
料
は
制
度
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減

①
均
等
割
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
の
軽

減
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
均
等
割
の
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。（
表
２
）

　

軽
減
は
加
入
者
全
員
と
世
帯
主
の
所

得
で
判
定
し
ま
す
。
世
帯
主
が
加
入
者

で
な
い
場
合
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
所
得
は
、

対
象
と
な
る
所
得
か
ら
15
万
円
を
限
度

に
差
し
引
い
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

　

収
入
が
な
か
っ
た
人
や
非
課
税
所
得

（
遺
族
・
障
害
年
金
な
ど
）
の
み
で
生

活
し
て
い
る
人
で
も
、
軽
減
対
象
と
な

る
に
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

②
所
得
割
の
軽
減

　

加
入
者
個
人
の
前
年
所
得
が
91
万
円

（
年
金
収
入
相
当
額
２
１
１
万
円
）
以

下
の
人
は
、
所
得
割
の
５
割
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

③
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

の
保
険
料
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
人
は
、
所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均

等
割
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
年
額
４
９
８

０
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
は
２
通
り

◆
特
別
徴
収
～
年
金
か
ら
の
天
引
き
～

　

年
６
回
の
年
金
受
給
時
に
保
険
料
が

あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

対
象
者

・�

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

人
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
１
期
分
の
特

別
徴
収
額
が
、
１
回
分
の
年
金
受
給

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
除

く
）

◆�

普
通
徴
収
～
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
～

　

平
成
28
年
度
保
険
料
額
（
４
月
～
翌

年
３
月
の
12
カ
月
分
）
を
７
月
～
翌
年

３
月
の
９
回
に
分
け
て
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
で
納
め
ま
す
。

対
象
者

・�

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
・�

納
付
方
法
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
か
ら
口
座
振
替
へ
変
更

す
る
手
続
き
を
し
た
人

納
め
方

　

口
座
振
替
で
納
め
る
場
合
、
振
替
日

は
７
月（
第
１
期
）か
ら
翌
年
３
月（
第

９
期
）
ま
で
の
各
月
の
末
日
で
す
。
末

日
が
休
日
、
土
・
日
曜
日
の
場
合
は
金

融
機
関
の
翌
営
業
日
が
振
替
日
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
・
28
年
度
の
途
中
で

75
歳
に
な
っ
た
人
や
、
帯
広
市
に
転
入

し
て
き
た
人
、
保
険
料
の
軽
減
な
ど
で

一
度
特
別
徴
収
が
停
止
に
な
っ
た
人
な

ど
は
、
年
度
の
途
中
で
特
別
徴
収
に
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
方
の
変
更

◆�

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ

　

特
別
徴
収
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
で
も
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、「
口
座
振
替
依
頼

書
」
と
「
納
付
方
法
選
択
申
出
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。
国
保
課
保
険
料
係

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証

②
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

③
口
座
の
届
け
出
印

　

手
続
き
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
停
止
す
る

に
は
２
～
４
カ
月
程
度
か
か
る
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
に
変
更
し
た
後
、

保
険
料
の
未
納
が
発
生
し
た
場
合
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
変
更
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

７
月
に
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

７
月
下
旬
に
平
成
28
年
度
の
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
（
水

色
）
が
届
い
た
ら
、
今
ま
で
使
っ
て
い

た
保
険
証
（
薄
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
で

の
自
己
負
担
割
合
や
自
己
負
担
限
度
額

な
ど
の
詳
細
は
、
保
険
証
に
同
封
さ
れ

て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
て
の
加
入
者
へ

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

受
診
し
た
医
療
機
関
名
と
「
医
療
費

の
総
額
」
が
記
載
さ
れ
た
医
療
費
通
知

を
、
こ
れ
ま
で
希
望
者
に
発
行
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
受
診
状
況
の
再
確
認
と
、
健
康
管
理

の
重
要
性
を
よ
り
強
く
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、
受
診
し
た
全
て
の
加
入
者
へ
、

年
２
回
、
９
月
と
３
月
に
送
付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

５
月
１
日
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
対
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
を
目
的

と
し
た
健
診
の
無
料
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

使
用
で
き
る
の
で
、
健
康
管
理
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬

と
同
等
の
効
果
・
効
能
・
安
全
性
が

期
待
で
き
る
も
の
で
、
厚
生
労
働
省

の
承
認
を
得
て
い
る
薬
で
す
。
新
薬

と
比
べ
て
安
い
価
格
で
購
入
で
き
、

医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
を

希
望
す
る
人
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に

そ
の
旨
を
伝
え
る
か
、
医
療
機
関
や

調
剤
薬
局
の
窓
口
に「
希
望
カ
ー
ド
」

を
提
示
す
る
と
処
方
さ
れ
ま
す
。「
希

望
カ
ー
ド
」
が
必
要
な
人
は
、
国
保

課
給
付
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
全
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
医
師
の
判

断
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

軽減割合 世帯主と加入者の所得の合計が次の金額以下の世帯 軽減後の均等割

　9割  33万円（加入者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない） 4980円

8.5割  33万円 7471円

　5割  33万円＋26万5000円×加入者数 2万4904円

　2割  33万円＋48万円×加入者数 3万9847円

平成27年度

５割 33万円+26万円×加入者数

２割 33万円+47万円×加入者数

平成28年度から

33万円+26万5000円×加入者数

33万円+48万円×加入者数

表１　均等割の軽減

図１　平成28年度の保険料

表２　均等割軽減の拡大内容

高
齢
者
の
医
療
を
み
ん
な
で

支
え
る

75
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
が
対
象
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

　
平
成
28
年
度
の
保
険
料
の
計
算
方
法
や
納
め
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は
保
険
料
係
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
、
保
険
証

の
交
付
や
医
療
費
に
関
す
る
こ
と
は
給
付
係
、
☎
65
・
４
１
３
８
）、北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
１
・
２
９
０
・

５
６
０
１
）

問
い
合
わ
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

保険料の軽減に該当する
場合は、上記金額から軽
減されます。（①均等割の
軽減参照）

＋ ＝

年度の途中で加入・脱退し
た場合の保険料は、月割に
なります。

4万9809円

均等割

前年所得が91万円以下の
人は、5割軽減されます。
（②所得割の軽減参照）

前年の所得から
33万円を引いた額

×
所得割率10.51％

所得割

（限度額57万円）
年間保険料
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毎
年
受
診
す
る
必
要
は

あ
る
の
？

　

生
活
習
慣
病
は
進
行
す
る
ま
で
自
覚

症
状
の
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、「
体

調
が
い
い
か
ら
健
康
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
体
の
中
で
は
異
常
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
太
っ
て
い
る
人

に
限
ら
ず
、
痩
せ
て
い
る
の
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
※
に
該
当
す
る

人
も
い
ま
す
。

　

自
分
で
は
気
付
け
な
い
体
の
異
常
を

発
見
で
き
る
の
が
健
診
で
す
。
毎
年
受

診
し
、
数
値
が
ど
の
程
度
変
化
し
て
い

る
か
、
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。

※
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
や
す
く

な
っ
た
状
態

特
定
健
診
で
何
が
分
か
る
の
？

　

特
定
健
診
で
は
、Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
）

や
血
圧
・
血
液
検
査
な
ど
の
数
値
か
ら
、

現
在
の
体
の
状
態
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
表
）

　

生
活
習
慣
病
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

ど
の
程
度
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

帯
広
市
で
は
、
糖
尿
病
予
防
の
た
め

に
「
じ
ん
機
能
検
査
」
を
独
自
に
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
で
は
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
数

値
か
ら
、
腎
臓
の
血
液
ろ
過
能
力
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
数
値
の
早
見
表

は
、
国
保
課
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

川
西
・
大
正
支
所
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
大

空
会
館
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
」
の
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

特
定
健
診
の
受
け
方
は
？

　

受
診
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

帯
広
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
対
象

者
に
、
５
月
上
旬
に
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

受
診
の
方
法
は
、「
特
定
健
診
の
受

け
方
」（
図
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
～

74
歳
の
人

※
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

受
診
券
と
健
康
保
険
証

　

年
度
途
中
で
国
保
に
新
規
加
入
し
た

人
や
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
、
国
保

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を

発
行
し
ま
す
。

が
ん
検
診
も
同
時
に
で
き
る
の
？

　

帯
広
市
が
実
施
す
る
「
各
種
が
ん
検

診
」
や
、「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
は

特
定
健
診
と
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。指
定
病
院
で
は
、大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
※

を
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
は
そ
の
３
種
類

に
加
え
、
肺
が
ん
・
胃
が
ん
検
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
各
種
検
診
も
国
保
加
入
者

は
無
料
で
す
。
病
気
の
早
期
発
見
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。
受
診
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

※
病
院
に
よ
り
実
施
す
る
検
診
が
異
な

り
ま
す

生
活
習
慣
を

見
直
し
た
い
け
れ
ど
…

　

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
人
は
、
無
料
で
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
年
の
生
活
習
慣
を
変
え
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
特
定
保
健
指
導
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
医
師
、
保
健
師
、

栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
が
協

力
し
て
、
そ
の
人
と
一
緒
に
目
標
を
考

え
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

指
導
後
は
、
多
く
の
人
に
血
圧
や
血

液
数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と

保
険
料
が
高
く
な
る
の
？

　

平
成
26
年
度
の
帯
広
市
国
民
健
康
保

険
の
医
療
費
は
約
１
４
２
億
円
で
し
た
。

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

帯
広
市
で
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
で
予
防
で
き
る
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
抑
制
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

帯
広
市
国
保
の
場
合
、
全
国
・
北
海

道
と
比
べ
て
、「
糖
尿
病
」
の
１
人
当

た
り
の
医
療
費
の
割
合
が
大
き
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
男
女
と
も
に
50

～
60
歳
代
に
病
気
の
治
療
を
要
す
る
割

合
が
増
加
す
る
た
め
、
40
歳
代
か
ら
の

早
期
健
診
が
よ
り
重
要
で
す
。

　

年
に
１
度
は
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

帯
広
市
で
考
案
し
た
健
康
づ
く
り
体

操
「
オ
ビ
ロ
ビ
」
も
お
す
す
め
で
す
。

年
に
１
度
は
特
定
健
診
で

カ
ラ
ダ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

帯
広
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
が
対
象

　
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
受
診
方
法
は
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）、
健
診
結
果
や
特
定
保
健
指
導
は
健
康
推
進
課
（
東

８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

問
い
合
わ
せ

保健指導の様子

表
【検査項目】
身 体 測 定 身長、体重、腹囲、BMI（肥満度）計算
血 圧 測 定 最高血圧、最低血圧
尿 検 査 尿糖、尿たんぱく
血 液 検 査 血中脂質（中性脂肪、HDL・LDLコレステロール）

血糖（ヘモグロビンA1ｃ、空腹時血糖）
肝機能（γ-GTP、AST、ALT）
じん機能（クレアチニン、尿酸）
貧血（医師が検査を必要と認めた場合）

医 師 の 診 察 触診・聴診などを行い異常がないか診察

特定健診の受け方

受診券が届く
（５月上旬に郵送）

受診する（受診券と健康保険証を持参）

１週間～１カ月後に健診結果が届く

どちらか選ぶ

※受診券は国保の人間
ドック・脳ドック当選
者には送りません。

コミセンや
福祉センターなど

日程表（※１）から都合のよい
日を選び、対がん協会に予約
☎27－2345
【次のがん検診なども予約可能】
●大腸がん検診
●前立腺がん検診（※2）
●B型・C型肝炎ウイルス検診

かくたん

（※3）
●胃がん検診
●肺がん検診、喀痰検査

▶健診の結果、生活習慣病のリスクが高い人には「特定保健指導」
の案内を同封しています。

個人に合わせた無理のない計画を立て、それ
に沿った生活を実施します。６カ月後にその
変化を確認します。

※１　日程表や指定病院は、受診券に同封のお知らせに掲載しています。
※２　前立腺がん検診の対象は、50歳以上です。
※３　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検診の対象は、過去に当検診を受診していない人です。

「特定保健指導」
案内が同封され
た場合で希望者
のみ

指定病院
（市内47カ所）

指定病院（※１）に直接予約

【次のがん検診なども予約可能】
●大腸がん検診
●前立腺がん検診（※2）
●B型・C型肝炎ウイルス検診（※3）
病院によってはがん検診などを実
施していないことがあるので事前
に確認してください。

特定保健指導（無料）

図

無 料

←受診券

黄色の
封筒
↓
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　　国の支援策はどのようなものがありますか？

　　国の創業支援策として、次のような支援があります。
　　・会社設立の際にかかる登録免許税を半額に軽減
　　・�信用保証協会の無担保、第三者保証なしの創業関連

保証枠の拡充（通常1000万円から1500万円へ）
　　・�創業関連保証の特例期間延長（通常事業開始２カ月

前から６カ月前へ）

　　帯広市独自の創業支援制度はありますか？

　　�帯広市では、中小企業者の資金調達を目的に「帯広市
中小企業振興融資制度」を設け、市内中小企業者を対
象に、金融機関を通じた低利の融資を行っています。

　　・新規開業支援資金（運転・設備各1000万円）
　　・�ニューフロンティア資金（運転3000万円・設備１億

円、十勝の農畜産物など地域の優位性を生かした事
業活動が条件）など

　　�融資制度の詳細は、商業まちづくり課に問い合わせる
か、市ホームページをご覧ください。

不
妊
治
療
を
サ
ポ
ー
ト

創
業
し
た
い
人
を

支
援

ス
ト
ッ
プ 

狂
犬
病

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
あ
り
ま
す

犬
の
登
録
と
予
防
接
種
は
飼
い
主
の
義
務

　

帯
広
市
で
は
、
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
ず
負
担
が
大
き
い
、
特
定
不
妊
治
療

（
体
外
受
精
と
顕
微
授
精
）
に
掛
か
っ

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

43
歳
未
満
の
人
へ
の
助
成

対
象
者

　

北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
助
成
決
定
を
受
け
た
人

申
請
方
法

　

申
請
書
と
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
①
～
③
を
添
付
し
て
、
子
育

て
支
援
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
と
請
求
書
は
、
子
育
て
支
援
課
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
で
す
。

帯
広
市
の
創
業
支
援
事
業
計
画
を

国
が
認
定

　

帯
広
市
で
は
、
地
域
で
創
業
を
希
望

す
る
人
の
支
援
を
目
的
に
、
帯
広
商
工

会
議
所
な
ど
の
創
業
支
援
事
業
者
と
連

携
し
て
取
り
組
む
、「
創
業
支
援
事
業

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
26
年

６
月
に
国
の
認
定
を
受
け
、
今
年
５
月

に
十
勝
全
域
の
計
画
に
変
更
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
十
勝
管
内
で
創
業
し

た
い
人
が
、
創
業
支
援
事
業
者
の
実
施

す
る
「
特
定
創
業
支
援
事
業
」
を
受
け

る
こ
と
で
、
国
の
創
業
支
援
策
を
受
け

狂
犬
病
は
と
て
も
恐
ろ
し
い

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
持

つ
犬
な
ど
の
動
物
に
か
ま
れ
た
り
、
引

っ
か
か
れ
て
感
染
し
ま
す
。
一
般
的
に

潜
伏
期
間
が
１
～
２
カ
月
で
、
風
邪
に

似
た
症
状
か
ら
は
じ
ま
り
、
錯
乱
、
攻

撃
性
な
ど
を
呈
し
、
昏
睡
状
態
に
な
り

ま
す
。
人
が
感
染
し
て
発
症
す
る
と
、

ほ
ぼ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
と

い
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
発
生
し

て
い
て
、
日
本
で
も
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
万
が
一
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

登
録
・
予
防
注
射
は
屋
内
犬
も
全
て
対
象

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
に
１
度

の
登
録
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
発
生
時
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
予
防
注
射
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
地
域
の
飼
い
犬
の
検
診
な
ど

を
速
や
か
に
行
う
た
め
に
、
ど
こ
に
何

頭
い
る
の
か
、
登
録
情
報
で
市
が
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
内
で
飼
育
し
て
い
る
犬
も
全
て
、

飼
い
犬
登
録
と
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

登
録
手
続
き

　

登
録
手
続
き
を
す
る
と
、「
鑑
札
」
と

「
門
票
」
を
交
付
し
ま
す
（
写
真
）。
鑑

①�

北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
助
成
決
定
指
令
書

②�
北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書
の
写
し
（
北
海
道
よ

り
送
付
を
受
け
て
い
る
人
）

③�

印
鑑
と
銀
行
口
座
が
分
か
る
も
の

43
歳
以
上
の
人
へ
の
助
成

　

今
年
度
か
ら
助
成
対
象
者
を
一
部
変

更
し
、
助
成
を
受
け
る
治
療
開
始
時
点

の
妻
の
年
齢
が
43
歳
以
上
で
、
北
海
道

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
対
象
と
な
ら

な
い
人
で
も
、
市
の
通
算
助
成
回
数
が

３
回
を
超
え
な
い
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
す
。
要
件
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
、
申
請
書
と
請
求
書
の
ほ

か
に
次
の
書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

・�

帯
広
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書
（
医
師
が
記
載
）

・
治
療
に
係
る
領
収
書

・
夫
婦
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

・
印
鑑
と
銀
行
口
座
が
分
か
る
も
の

不
妊
に
関
す
る
専
門
相
談

　

治
療
へ
の
不
安
な
ど
、
不
妊
に
悩
む

夫
婦
に
対
す
る
相
談
機
関
で
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

帯
広
保
健
所
（
☎
27
・
８
６
３
７
）

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
（
旭
川
医
科

大
学
病
院
産
婦
人
科
）（
☎
０
１
６
６
・

68
・
２
５
６
８
、
予
約
制
）

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
創
業
支
援
事
業
と
は

　

創
業
支
援
事
業
者
が
創
業
希
望
者
な

ど
に
、経
営
、財
務
、人
材
育
成
、販
路
開

拓
の
４
つ
の
知
識
に
つ
い
て
指
導
助
言

を
行
い
ま
す
。商
工
会
議
所
に「
相
談
窓

口
」、金
融
機
関
に「
融
資
、保
証
、相
談

窓
口
」や「
セ
ミ
ナ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
創
業
支
援
策
を
活
用
す
る
に
は
、

市
の
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
創
業
支

援
事
業
の
い
ず
れ
か
を
受
け
る
こ
と
が
、

要
件
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

札
は
首
輪
な
ど
に
付
け
、
門
票
は
家
の

入
り
口
の
見
え
や
す
い
場
所
に
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
き
は
次
の
場
所
で
す
。
受

け
付
け
可
能
な
動
物
病
院
も
あ
る
の
で
、

各
動
物
病
院
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
）、
大
正
支
所
、
川
西
支
所

登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射

　

動
物
病
院
な
ど
で
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
接
種
後
、「
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
（
プ
レ
ー
ト
）」
を
交
付
し
ま
す
（
写

真
）。
注
射
だ
け
で
は
な
く
、プ
レ
ー
ト

の
交
付
も
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

予
防
注
射
後
に
渡
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」
を
持
っ
て
、
環
境
都
市

推
進
課
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
２
２
）

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
６
）

問
い
合
わ
せ

妻の年齢、助成回数と助成金額

※�北海道特定不妊治療費助成事業の決定を受けた人でも、市の通算助
成回数を超える場合は、対象となりません。

初回助成の
治療開始時点の
妻の年齢

助成回数 助成金額

40歳未満 通算6回まで
1回の申請につき7万5000円を
上限
※ただし、治療に掛かった費用
から北海道特定不妊治療費助成
事業で受けた助成金を差し引い
た金額（43歳以上の場合は治療
に要した費用）が7万5000円
に満たない場合は、その金額

40歳以上
通算3回まで

43歳以上

創業支援策について教えてください

帯広市　融資制度 検  索

Q

Q

A

A

写真

鑑札 プレート

首輪などに付ける

家の入り口
などに貼る

門票
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第
２
次
帯
広
市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
く
「
食
育
」
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
効
果
を
検
証
し
、
第
３
次
計
画
策
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

帯
広
市
で
の
食
育
の
推
進

　

食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通

じ
て
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
情
報

を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
生
涯
に

わ
た
り
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る

人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

国
は
、
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
を

制
定
し
、
翌
年
３
月
に
食
育
推
進
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
帯
広
市
で
も
平
成
19

年
に
帯
広
市
食
育
推
進
計
画
（
平
成
19

～
23
年
度
）
を
、
平
成
24
年
に
は
、
第

２
次
帯
広
市
食
育
推
進
計
画
（
平
成
24

〜
28
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の

食
育
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
食
育
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
ほ
か
、
食
育
レ
シ

ピ
の
作
成
や
、
小
中
学
校
で
十
勝
・
帯

広
の
新
鮮
で
安
心
な
食
材
を
使
っ
た
ふ

る
さ
と
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
の
食
育
活
動
に
対
し
、
食
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
持
つ
講
師
を
派
遣
す

る
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
運
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

市
民
の
食
育
の
実
践
度
な
ど
を
把
握

し
、第
３
次
計
画
（
平
成
29
～
33
年
度
）

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
食
育

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

◆
対
象

・
20
歳
以
上
の
市
民
（
３
０
０
０
人
）

・�

市
内
全
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

（
合
計
２
８
３
０
人
）

◆
期
間

・
平
成
27
年
11
月
13
日
～
12
月
18
日

◆
回
答
数
（
回
答
率
）

・
20
歳
以
上
の
市
民

　

１
２
７
６
人
（
42
・
５
％
）

・�

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

　

２
６
２
４
人
（
92
・
７
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
傾
向

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

と
今
回
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
野
菜

を
１
日
３
回
食
べ
る
人
の
割
合
や
食
育

に
関
心
を
持
つ
人
の
割
合
が
増
加
し
ま

し
た
（
図
②
、
⑤
）。
ま
た
、
朝
食
を

欠
食
す
る
20
歳
以
上
の
市
民
の
割
合
が

減
少
し
、
第
２
次
計
画
策
定
時
に
設
定

し
た
平
成
28
年
度
ま
で
の
目
標
値
を
達

成
す
る
（
図
①
）
な
ど
、
全
体
的
に
こ

れ
ま
で
の
食
育
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、小
中
学
生
で
は
、朝
は
「
食

欲
が
な
い
」「
時
間
が
あ
ま
り
な
い
」

「
食
べ
る
習
慣
が
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
朝
食
を
欠
食
す
る
割
合
が
増
加
し

ま
し
た
（
図
①
）。子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
に
も
朝
食
の
重
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
食
事
を
家
族
な
ど
と
一
緒

に
食
べ
る
割
合
が
減
少
し
て
い
る
（
図

④
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
様
化
す
る
社

会
環
境
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
更
な
る
食

育
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
今

後
も
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉
え
て

い
ま
す
。

第
３
次
計
画
策
定
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み

　

市
の
関
係
各
課
で
構
成
さ
れ
た
庁
内

策
定
委
員
会
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
、
国
や
道
が
策
定
し
て
い
る

食
育
計
画
の
重
点
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

新
た
な
計
画
の
方
針
、
施
策
を
検
討
し

ま
す
。
こ
の
他
に
、
食
育
に
関
係
す
る

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
や
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

の
手
続
き
を
経
て
、
平
成
29
年
３
月
に

第
３
次
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

食
育
へ
の
関
心
が
向
上

農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・
２
３
２
３
）

問
い
合
わ
せ

平
成
27
年
度
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値

⑤ 食育に関心を持っている市民の割合

20歳以上

76.1％76.1％
82.1％82.1％

90％以上90％以上

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値

⑦ 地元の農畜産物をよく使う市民の割合

20歳以上

62.8％62.8％ 66.2％66.2％
70％以上70％以上

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値 H22 H27 目標値

④ 食事を家族などと一緒に食べる児童・生徒の割合

小学６年生 中学３年生

100％100％ 100％100％
98.4％98.4％ 97.0％97.0％

93.5％93.5％ 86.6％86.6％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値 H22 H27 目標値 H22 H27 目標値

⑥農業（畑作・酪農）体験をしたことのある市民の割合

小学６年生 中学３年生 20歳以上

達成！達成！

90％以上90％以上 90％以上90％以上 75％
以上
75％
以上

89.0％89.0％ 86.4％86.4％

69.3％69.3％
96.3％96.3％ 88.6％88.6％

70.8％70.8％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値 H22 H27 目標値 H22 H27 目標値

③ 牛乳・乳製品を週５日以上摂る市民の割合

小学６年生 中学３年生 20歳以上

95％以上95％以上 95％以上95％以上

55％
以上
55％
以上

69.0％69.0％ 65.4％65.4％

46.5％46.5％

75.3％75.3％ 66.4％66.4％

53.4％53.4％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値 H22 H27 目標値 H22 H27 目標値

② 野菜を1日3回食べる市民の割合

小学６年生 中学３年生 20歳以上

27.2％27.2％ 26.4％26.4％ 29.9％29.9％
41.5％41.5％

45％
以上
45％
以上

45％
以上
45％
以上

45％
以上
45％
以上

31.9％31.9％ 34.7％34.7％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値 H22 H27 目標値 H22 H27 目標値

① 朝食を欠食する市民の割合

2.9％2.9％ 0％0％ 0％0％3.2％3.2％
14.0％14.0％

6.8％6.8％ 6.9％6.9％
9.4％9.4％10％以下

10％
以下

小学６年生 中学３年生 20歳以上

達成！達成！

図  食育アンケートの結果

十勝産食材を使ったピザづくり

平成22年度
平成27年度
第2次計画の目標値

グラフの
凡例

第2次帯広市食育推進計画の

基本方針
①食を通じて
　　健全な「身体」を育む
②食を通じて
　　豊かな「心」を育む
③食を通じて
　　元気な「地域」を育む

搾乳体験

第25回「十勝・マイナー校」　福井豊氏（北海道シープ・ブリーディング・サービス）による「徳と得」をテーマに講演を行う。　日７月10日（日）、
15時～16時　場とかちプラザ（西４南13）　問北海道シープ・ブリーディング・サービス代表福井（☎42・5195） 
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菊づくり講習会　帯広菊花同好会会員を講師に「大菊福助」の作り方を学ぶ。希望者には菊苗を実費負担で提供。筆記用具を持参。　日7月24日（日）、
13時～15時（受け付け12時から）　場とかちプラザ（西4南13）　定先着40人　問帯広のまつり推進委員会（西2南12、エスタ東館2階、☎22・8600）

資
源
は
有
限

　

地
球
上
の
資
源
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
す
る
ば
か
り
で
は
、
い
ず
れ
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
前
に
、
ご
み
そ
の
も
の
を

生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
や
暮
ら
し
・
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
然
界
か
ら
採
取
す
る
資
源

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
、
そ
れ
を

無
駄
な
く
使
い
、
廃
棄
す
る
も
の
を
最

小
限
に
抑
え
る
、
そ
ん
な
「
循
環
型
社

会
」
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
今
、
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

３
Ｒ
で
暮
ら
し
を
見
直
す

　

現
在
、日
本
全
国
で
「
循
環
型
社
会
」

を
目
指
し
て
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ｅ
）、
リ
ユ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）
の

頭
文
字
を
取
っ
た
環
境
に
優
し
い
社
会

を
つ
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

３
Ｒ
に
は
取
り
組
み
を
進
め
る
順
番

が
あ
り
ま
す
。
一
番
重
要
な
最
初
の
取

り
組
み
が
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）

で
す
。
最
近
で
は
も
う
一
つ
の
Ｒ
と
し

て
リ
デ
ュ
ー
ス
に
並
べ
ら
れ
る
リ
フ
ュ

ー
ズ
（
断
る
）
も
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。（
図
）

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
暮
ら
し
の

中
で
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ
を
浸
透
さ
せ
る

　

市
で
は
３
Ｒ
の
取
り
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
小
さ
な
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
「
エ
コ
エ
コ
紙
芝
居
」、
小
学

　

７
月
１
日
㈮
か
ら
平
成
28
年
度
の
免

除
・
猶
予
の
申
請
受
け
付
け
が
始
ま
り

ま
す
。
免
除
や
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日

時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

免
除
制
度

　

免
除
に
は
「
全
額
免
除
」
と
保
険
料

の
一
部
を
納
付
す
る「
４
分
の
３
免
除
」

「
半
額
免
除
」「
４
分
の
１
免
除
」
が
あ

り
ま
す
。（
表
）

　

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
の
期
間

は
、
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
際
は
、

納
付
期
間
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
▼
本
人
、
世
帯
主
、
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

（
表
）
▼
失
業
ま
た
は
事
業
を
廃
止
し

た
人
▼
災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人

で
す
。

納
付
猶
予
制
度

〜
対
象
者
が
50
歳
未
満
に
拡
大
〜

　

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

を
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
平
成
37
年
６
月
ま
で
の
時
限
措
置
）。

　

こ
れ
ま
で
の
対
象
者
は
、
20
歳
以
上

30
歳
未
満
で
し
た
が
、
７
月
１
日
か
ら
、

対
象
者
が
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
の
拡
大
に
伴
い
、
制
度
の
名

称
が
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
か
ら

生
を
対
象
に
し
た
「
環
境
学
習
」、
大

人
や
事
業
所
を
対
象
に
し
た
「
ご
み
懇

談
会
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
に
出
張
し
ま

す
。
詳
細
は
清
掃
事
業
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
排
出
量
は
有
料
化
後
最
小

　

平
成
26
年
度
の
ご
み
の
排
出
量
は
、

平
成
16
年
の
ご
み
の
一
部
有
料
化
以
降

最
少
で
し
た
。
平
成
27
年
度
も
微
減
し
、

２
年
連
続
減
少
し
ま
し
た
。
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
も
２
年
連
続

で
減
少
し
て
い
ま
す
。（
表
）

　

今
後
も
、
ご
み
の
適
正
処
理
や
減

量
・
資
源
化
の
取
り
組
み
に
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

分
別
方
法
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
、

清
掃
事
業
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
制
度

循
環
型
社
会
を
目
指
す
３
Ｒ
の
取
り
組
み

平
成
28
年
度
の
受
け
付
け
は
７
月
１
日
か
ら

　
私
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
ご
み
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
で
す
が
、
廃

棄
す
る
も
の
を
最
小
限
に
抑
え
る
生
活
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
失
業
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・
２
３
１
１
）

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）、

帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
）

問
い
合
わ
せ

保育所でのエコエコ紙芝居

リフューズ（断る）Refuse
　・�マイバックを持参し、レジ袋は
　　もらわない
　・�必要のないものは断る（過剰包装、

割り箸、スプーンなど）

この他、リサイクルされた製品を選んで
使うことや、コンポストを利用した生ご
みの堆肥化など、できることから取り
組みましょう。

リデュース（発生抑制）Reduce
　・�詰め替えのできる製品を選んで買う
　・�料理の作りすぎによる食べ残しを

なくす
　・�食材を最後まで使い切る

リユース（再使用）Reuse
　・�修理をして使う
　・捨てずに必要な人に譲る

リサイクル（再生利用）Recycle
　・�資源ごみを正しく分別排出する
　・�資源集団回収に参加する

3R＋1R
1R

3R

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

700

800

900

1,000

1,100

1,200

平成15年 平成25年 平成26年 平成27年

76,75576,755

1,2101,210

927927 926926

956956

59,00659,006
57,09357,09357,10457,104

ごみの排出量（ｔ）　　　１人１日当たりの排出量（ｇ）

平成16年度
有料化

平成16年度
有料化

減少

表　帯広市のごみ排出量

「
納
付
猶
予
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

納
付
を
猶
予
し
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
際
は
、
納

付
期
間
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
50
歳
未
満
（
平
成
28
年
６

月
以
前
の
期
間
は
、
30
歳
未
満
で
あ
っ

た
期
間
が
対
象
）
で
、
▼
本
人
と
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

（
表
）
▼
失
業
ま
た
は
事
業
を
廃
止
し

た
人
▼
災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人

で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
②
申
請
に
来
る
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
）
③
印
鑑
④
平
成
26
年
12
月
31
日
以

降
に
離
職
し
た
場
合
は
、
離
職
票
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
辞
令
な
ど
の

書
類
（
過
年
度
分
の
申
請
を
す
る
場
合

は
、
離
職
し
た
期
間
が
変
わ
り
ま
す
）

⑤
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状

追
納
制
度

　

免
除
・
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

（
表
）
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
そ
の
期

間
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
年
金
の

受
給
前
に
限
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
納
め
る
と
年
金
額
は

減
少
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
３
年
度
目

以
降
に
納
め
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
年
金
事
務

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

所得基準 （目安） 受け取る年金額の割合                       
（全額納めた場合との比較）

全額免除 （扶養親族等の数+1）
× 35万円+22万円 2分の１

3/4免除
（1/4納付）

78万円
+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額など

8分の5

半額免除      
（半額納付）

118万円
+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額など

8分の6

1/4免除      
（3/4納付）

158万円
+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額など

8分の7

納付猶予 （扶養親族等の数+1）
× 35万円+22万円

追納しないと反映しません
（受給資格期間に含まれます）

未　　納 反映しません
（受給資格期間に含まれません）

表　免除・猶予制度の所得基準と年金額に反映する割合

減額された保険料を納めていない期間は、未納扱いとなりますので注
意してください。

図
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市ホームページで選挙に関する情報を見ることができます。

　
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
６
月
22
日
に
公
示
さ
れ
、
７
月
10
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
若
い
世
代
の
人
も
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
６
年
間

の
任
期
の
満
了
に
伴
い
、
３
年
ご
と
に

半
数
ず
つ
改
選
す
る
選
挙
で
す
。

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

　

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
声
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
政
治
に
取
り
入
れ
る
た

め
、
選
挙
権
年
齢
が
現
在
の
20
歳
以
上

か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
18
歳
選
挙
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HPhttp://w
w
w
.soum

u.go.jp/18se
nkyo/投

票
は
２
種
類

「
選
挙
区
」
と
「
比
例
代
表
」

　

投
票
は
、「
選
挙
区
」
と
「
比
例
代
表
」

の
２
種
類
で
す
。

投
票
で
き
る
人

　

次
の
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

年
齢

　

投
票
日
当
日
、
満
18
歳
以
上
（
平
成

10
年
７
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

住
所

　

登
録
基
準
日
（
公
示
日
の
前
日
と
な

る
６
月
21
日
）
の
３
カ
月
前
（
３
月
21

日
）
ま
で
に
市
内
に
住
民
登
録
し
、
引

き
続
き
３
カ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
、
帯
広
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

【
登
録
基
準
日
の
３
カ
月
前
の
翌
日（
３

月
22
日
）
以
降
に
帯
広
市
に
転
入
の
届

け
出
を
し
た
人
】

　

以
前
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ

の
市
区
町
村
で
期
日
前
投
票
や
当
日
の

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
法
律
が
改
正
さ
れ
、
新
し
く
有

権
者
と
な
る
18
歳
、
19
歳
の
人
が
今
年

の
春
に
引
っ
越
し
て
も
、
旧
住
所
地
に

３
カ
月
以
上
居
住
し
て
い
た
場
合
は
旧

住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
。（
図
）

６
月
22
日
ご
ろ
ま
で
に

投
票
所
入
場
券
を
送
付

　

投
票
所
入
場
券
は
、
公
示
日
で
あ
る

６
月
22
日
㈬
ご
ろ
ま
で
に
、
住
民
票
記

載
の
住
所
に
送
付
し
ま
す
。投
票
に
は
、

本
人
の
投
票
所
入
場
券
が
必
要
で
す
。

【
６
月
中
旬
以
降
に
市
内
転
居
の
届
け

出
を
し
た
人
】

　

転
居
前
の
住
所
に
送
付
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
前
住
所
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失

し
た
場
合
】

　

投
票
で
き
る
要
件
を
満
た
す
人
は
、

投
票
所
で
入
場
券
の
再
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
、

投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

当
日
の
投
票

◆
投
票
所

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
内
の
投
票
所
は
、
次
の
頁

の
と
お
り
で
す
。（
表
１
）

◆
投
票
時
間

　

一
部
の
投
票
所
を
除
き
、
７
時
～
20

時
ま
で
で
す
。

投
票
終
了
時
刻
の
１
時
間
繰
り
上
げ

　

第
35
～
40
、
42
、
43
投
票
所
は
、
投

票
終
了
時
刻
を
１
時
間
繰
り
上
げ
て
、

19
時
ま
で
で
す
。

◆
投
票
の
仕
方

　

受
け
付
け
終
了
後
、最
初
に
選
挙
区
、

次
に
比
例
代
表
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

◆
目
の
不
自
由
な
人
の
点
字
投
票

　

投
票
所
に
点
字
器
が
あ
り
ま
す
。
投

票
所
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
体
が
不
自
由
な
人
な
ど
の
代
理
投
票

　

投
票
所
ま
で
は
来
た
が
、
体
が
不
自

由
で
自
ら
投
票
で
き
な
い
人
な
ど
は
、

投
票
所
係
員
が
補
助
員
と
し
て
立
ち
会

い
の
も
と
で
記
載
す
る
代
理
投
票
が
あ

り
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
法
律
に
よ
り

堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
介
助
・
車
い
す
が
必
要
な
場
合

　
投
票
所
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
一
票
大
切
に
！

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
庁
舎
９
階
、
☎
65
・
４
２
２
２
）

問
い
合
わ
せ

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

帯広市選挙管理委員会 検  索

選 挙 区

北海道選挙区の選出議員（３人）
を決める選挙で、候補者名１人
を投票用紙に記入します。

比例代表
全国を一つの選挙区として改選
する４８人の議員を決める選挙
で、政党名または候補者名（１
党または１人）のいずれかを投
票用紙に記入します。

図　住所要件

投票の流れ

A市
（旧住所地）

A市
（旧住所地）3カ月以上居住

平成28年春・引っ越し 平成28年夏

3カ月
B市

（新住所地）
参議院
選挙

新住所地に引っ越してから
3カ月経過しなければ、
新住所地では投票できない。

3カ月経過していれば、
新住所地で投票できる。

旧住所地に3カ月以上
居住していれば、
旧住所地で投票可能！

期間／6月23日（木）～7月9日（土）
時間／8時30分～20時
場所／市庁舎3階 大会議室

期日前
投票

・他市区町村での投票
・病院などの指定施設での投票
・郵便などによる不在者投票

不在者
投票

第24回参議院議員通常選挙

帯広市で投票
・登録基準日（6月21日）の3カ月前（3月21日）
までに市内に住民登録し、引き続き3カ月以上
住民基本台帳に記載され、帯広市の選挙人名
簿に登録されている人

投票所入場券の送付（6月22日ごろまでに）
住民票記載の住所にはがきを送付します。1枚のはがきに2人分までの入場券を記載してい
ます。選挙人が3人以上の世帯には、複数枚のはがきが届きます。

登録基準日（6月21日）の3カ月
前の翌日（3月22日）以降に転入
の届け出をした人で前住所地に3
カ月以上居住していた人

以前住んでいた市区町村
で投票

投票所で投票（7時～20時、一部19時まで）
投票所入場券に記載の投票所で投票します。
目や体が不自由な人の投票制度があります。

点字投票
代理投票

当
て
は
ま
ら
な
い

場
合

できない場合できない場合できる場合できる場合 ←投票日に投票が→

投票日当日、満18歳以上（平成10年7月11日までに生まれた人)投票できる人

7月10日（日）
投票日

投票１

投票２
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投
票
日
に
投
票
所
で

投
票
で
き
な
い
場
合

　

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
、
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
を
持
っ
て
、
市
庁
舎

の
期
日
前
投
票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
入
場
券
裏
面
に
印
刷
し
て
い
る

期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
あ
ら
か
じ
め
記

入
し
て
お
く
と
、
よ
り
簡
単
に
受
け
付

け
が
で
き
ま
す
。

期
間　

６
月
23
日
㈭
〜
７
月
９
日
㈯

時
間　

８
時
30
分
～
20
時

場
所　

市
庁
舎
３
階
大
会
議
室

※
車
で
来
庁
す
る
人
は
、
市
庁
舎
南
側

来
客
用
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

○
他
市
区
町
村
で
投
票
す
る
方
法

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
選
挙
の
期
間
中

に
帯
広
市
以
外
に
滞
在
す
る
人
は
、
滞

在
先
の
市
区
町
村
に
あ
る
選
挙
管
理
委

員
会
の
不
在
者
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。

　

入
場
券
裏
面
の
不
在
者
投
票
宣
誓
書

（
兼
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど
の

必
要
な
書
類
を
請
求
し
ま
す
。
手
続
き

に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
施
設
で
投
票
す
る
方
法

　

不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
内

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
施

設
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
送
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。（
表

２
）

手
続
き

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

を
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
申
請
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
希
望
す
る
人
は

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
者
で
、
自
ら
記
載
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度

が
１
級
（
戦
傷
病
者
手
帳
の
場
合
は
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
）の
人
の
た
め
、

代
理
記
載
人
が
記
載
で
き
る
「
代
理
記

載
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
在
外
投
票

　

海
外
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
現
地
で

国
政
選
挙
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
選
挙
区
・
比
例
代
表
と
も
投
票
で

き
ま
す
。

選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す

　

候
補
者
や
政
党
の
政
見
な
ど
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
を
、
各
家
庭
に
配
布
し

ま
す
。
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
も
設
置
し
ま
す
。

開
票
作
業
と
投
・
開
票
の
速
報

◆
21
時
か
ら
即
日
開
票
し
ま
す

　

開
票
作
業
は
、
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

7
月
10
日
㈰
、
21
時
～

場
所　

総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
投
開
票
状
況
を

速
報
し
ま
す

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.city.obihiro.hokk

aido.jp/

投
票
速
報

　

８
時
か
ら
１
時
間
ご
と
の
投
票
率

開
票
速
報

　

22
時
か
ら
お
お
む
ね
15
分
お
き
の
得

票
数
（
選
挙
区
の
み
）

表１ 投票所一覧表

表２　郵便投票対象者
下記に該当する者として各種手帳などの交付を受けている人

投票
区 投　票　所　名 所　在　地 繰り

上げ
投票
区 投　票　所　名 所　在　地 繰り

上げ

1 市民活動プラザ六中 東11条南９丁目１番地 27 緑南福祉センター 南町18番地１

2 東小学校 東７条南２丁目１番地 28 稲田小学校 西15条南39丁目１番１号

3 柏小学校 東８条南11丁目１番地 29 西小学校 西23条南１丁目83番地

4 総合体育館 大通北１丁目１番地 30 西10号会館 西21条南２丁目32番19号

5 東コミュニティセンター 東７条南９丁目１番地 31 大空小学校 大空町３丁目16番地

6 帯広保育所 東３条南11丁目13番地 32 大空会館 大空町12丁目２番地

7 北栄小学校 西７条南１丁目２番地 33 啓北コミュニティセンター 西13条北２丁目１番地

8 開西小学校 西22条南３丁目３番地 34 川西農業者研修センター 川西町西２線59番地

9 第一中学校 西13条北７丁目１番地 35 富士農業センター 富士町西３線53番地２ ■

10 帯広小学校 西８条南５丁目１番地 36 上帯広農業センター 上帯広町西１線73番地157 ■

11 光南小学校 東５条南20丁目１番地 37 清川農業センター 清川町西１線126番地39 ■

12 おひさま保育園 東１条南23丁目２番地 38 広野農業担い手センター 広野町西２線150番地４ ■

13 花園小学校 公園東町２丁目３番地 39 戸蔦林業センター 上清川町西１線183番地 ■

14 鉄南コミュニティセンター 西２条南24丁目16番地 40 愛国農業センター 愛国町基線39番地33 ■

15 第四中学校 西５条南25丁目１番地 41 大正農業者トレーニングセンター 大正本町西１条１丁目１番地

16 豊成小学校 稲田町東１線７番地 42 以平農業センター 以平町西８線12番地９ ■

17 中央福祉センター 西7条南12丁目11番地 43 泉連合会館 泉町西10線62番地15 ■

18 緑丘小学校 西14条南17丁目２番地 44 広陽小学校 西19条南３丁目20番３号

19 南町中学校 西17条南35丁目１番１号 45 ときわの森保育所 西16条南５丁目22番５号

20 南コミュニティセンター 西10条南34丁目１番地30 46 西陵中学校 西18条南２丁目２番地

21 栄保育園 西17条北２丁目30番24号 47 明和小学校 西19条南４丁目24番地

22 栄小学校 西17条北１丁目44番29号 48 森の里小学校 西22条南４丁目３番地

23 啓西小学校 柏林台中町４丁目１番地 49 自由が丘福祉センター 自由が丘３丁目６番地１

24 緑西コミュニティセンター 西17条南４丁目30番４号 50 森の交流館・十勝 西20条南６丁目１番地２

25 第五中学校 西16条南４丁目29番42号 51 つつじが丘福祉センター 西24条南３丁目40番地１

26 若葉小学校 西17条南６丁目１番地 ■は、投票所閉鎖時刻が1時間繰り上げられる投票所（投票時間：7時～19時）

身体
障害者
手帳

障害名
障害の程度

１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能 ○ ○ 対象外

心臓、じん臓、呼吸器
ぼうこう、直腸、小腸 ○ － ○

免疫、肝臓 ○ ○ ○

戦傷
病者
手帳

障害名
障害の程度

特別項症 第１項症 第２項症 第３項症

両下肢、体幹 ○ ○ ○ 対象外

心臓、じん臓、呼吸器
ぼうこう、直腸、小腸

肝臓
○ ○ ○ ○

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分

要介護５

人権困りごとなんでも相談専用ダイヤルをご利用ください　日いずれも月～金曜日（年末年始、祝日を除く）、8時30分～17時15分　みんなの人権110番 ☎
0570・003・110　子どもの人権110番 　 0120・007･110　女性の人権ホットライン ☎0570・070･810　問釧路地方法務局人権擁護課（☎0154･31･5014）
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国立宮古海上技術短期大学校オープンキャンパス　航海士、機関士を養成する短期大学校の体験型オープンキャンパスを開催。詳細は問い合わせくだ
さい。日7月2日（土）、23日（土）、10月8日（土） 場・申・問国立宮古海上技術短期大学校（岩手県宮古市磯鶏2丁目5‐10、☎0193・62・5316）へ。

　
８
月
の
１
カ
月
間
、
今
年
も
日
本
航
空
が
名
古
屋
線
を
運
航
し
ま
す
。
ま
た
、
６
月
か
ら
は

東
京
線
の
航
空
機
が
一
部
大
型
化
。
旅
行
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

帯
広
か
ら
名
古
屋
ま
で

２
時
間

　

今
年
も
８
月
の
１
カ
月
間
、
日
本
航

空
が
日
、
月
、
水
、
金
曜
日
の
週
４
往

復
で
、
と
か
ち
帯
広
空
港
か
ら
中
部
国

際
空
港
へ
の
直
行
便
を
運
航
し
ま
す
。

関
西
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
便
利

　

中
部
国
際
空
港
か
ら
名
古
屋
駅
ま
で

電
車
で
約
30
分
。
名
古
屋
駅
か
ら
新
幹

線
で
京
都
駅
ま
で
約
40
分
、
新
大
阪
駅

ま
で
約
50
分
。
関
西
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
も
名
古
屋
線
は
便
利
で
す
。（
図
）

東
京
線
の
座
席
数
が
増
え
ま
す

　

日
本
航
空
が
、
10
月
29
日
ま
で
１
便

目
と
４
便
目
を
、
７
月
17
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
は
、
さ
ら
に
３
便
目
の
航
空

機
を
大
型
化
し
ま
す
。
エ
ア
・
ド
ゥ
も

一
部
の
便
で
大
型
化
し
て
運
航
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
便
の
座
席
数
が
日
本

航
空
で
96
席
、
エ
ア
・
ド
ゥ
で
最
大

１
４
５
席
増
え
る
の
で
、
夏
休
み
期
間

中
な
ど
の
繁
忙
期
に
も
航
空
券
を
購
入

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

帯
広
空
港
は
利
用
す
る
ほ
ど

便
利
に

　

名
古
屋
直
行
便
の
運
航
や
東
京
便
の

大
型
化
は
期
間
限
定
で
す
が
、
多
く
の

人
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
期
間
や
便
数

が
増
え
、
も
っ
と
便
利
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
と
か
ち
帯
広
空
港
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

８
月
、
名
古
屋
へ
直
行
便

空
港
事
務
所
（
泉
町
、
☎
64
・
５
３
２
０
）

問
い
合
わ
せ

と
か
ち
帯
広
空
港
が
も
っ
と
便
利
に

8月名古屋線運航カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

名古屋線時刻表
JAL3303

中部発
11時5分

帯広着
12時50分

JAL3304

帯広発
14時25分

中部着
16時15分

とかち
帯広空港

羽田空港

中部国際空港

中部国際空港中部国際空港

名古屋

名古屋城
約30分

約1時間京　都

中部国際空港からのおおよその時間

約1時間
30分

伊勢神宮
約2時間
10分

名古屋城も
気軽に

関西圏へも便
利

図

とかち帯広−東京線 夏ダイヤ（平成28年7月1日〜平成28年8月31日）
便　名 羽田発 帯広着 便　名 帯広発 羽田着

ADO61・ANA4761 7時15分 8時50分 ADO62・ANA4762 9時20分 11時 5分
JAL573 7時40分 9時15分 JAL570 10時 5分 11時45分
JAL575 11時35分 13時10分 JAL572 13時50分 15時30分

ADO65・ANA4765 12時15分 13時50分 ADO66・ANA4766 14時30分 16時15分
JAL577 13時15分 14時50分 JAL574 15時35分 17時15分

ADO67・ANA4767 16時55分 18時30分 ADO68・ANA4768 19時10分 20時55分
JAL576 17時50分 19時25分 JAL576 20時15分 21時55分

中部地方は魅力いっぱい

名古屋の観光情報は 名古屋  コンシェルジュ 検  索

トヨタ産業技術記念館
繊維機械や自動車などの産業技
術の変遷を、本物の機械を通し
て学べます。

東山動植物園の「シャバーニ」
ニシローランドゴリラの「シャバ
ーニ」（オス・19歳）は、渋い表
情や子煩悩な様子がインターネッ
トで話題になり、昨年３月に発刊
された公式写真集は完売、相次い
でＤＶＤ、カレンダーなどが発売
されるほど大人気です。

名古屋城・徳川美術館
金の鯱

しゃちほこ

で有名な名古屋城や徳川
美術館には、重要文化財をはじ
め、多くの貴重な資料が保存・
展示されています。

名古屋市科学館
ギネスにも登録された世界最大
規模のプラネタリウムを楽しめ
ます。

リニア・鉄道館
東海道新幹線やリニアモーター
カーの車両が展示され、見て触
れて、大人も子どもも楽しいミ
ュージアムです。

白川郷（岐阜県）

伊勢神宮（三重県）

岐阜・三重へ気軽に行ける
名古屋からは十勝とゆかりの深
い岐阜県や、伊勢神宮のある三
重県にも気軽に足を運ぶことが
できます。

　　  運航日

名古屋めしに舌鼓
「名古屋めし」と言われるご当地グルメ。みそ煮込みうどん、
ひつまぶし、きしめん、味噌かつ、手羽先唐揚げ、小倉トースト、
あんかけスパゲッティなど、どれも癖になるものばかりです。

話題沸騰中！
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第5回小笠原諸島アドベンチャースクール　海遊びや島内のトレッキングハイクなどを体験する。　対小学3年生〜中学3年生　日8月17日（水）
〜22日（月）　場東京都小笠原村父島、南島　定先着25人　申・問7月20日（水）までに、電話で国際青少年研修協会（☎03・6417・9721）へ。

　

帯
広
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
学
校
で
の

学
習
支
援
や
登
下
校
時
の
見
守
り
、
放

課
後
や
休
日
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
取
り

組
み
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
先
生
と
子
ど
も
た
ち
と
の

関
係
を
「
タ
テ
」、
友
達
同
士
の
関
係

を
「
ヨ
コ
」
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、「
ナ

ナ
メ
」
と
も
言
え
る
地
域
の
大
人
た
ち

と
の
関
係
が
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
育
ま
れ
、
帯
広
の
子

ど
も
た
ち
の
学
び
を
豊
か
に
し
、
地
域

の
大
人
た
ち
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
大
人

が
参
加
し
、
地
域
の
子
ど
も
を
応
援
す

る
た
め
の
「
こ
ど
も
学
校
応
援
地
域
基

金
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
個
人
や

企
業
な
ど
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
多
様
な
団
体
が
連

携
し
て
行
う
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
学
校
を
中
心
に
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
活
動
が
充

実
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
結
び
つ
け

て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

昨
今
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
背

景
に
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
担
い
手

の
減
少
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
総
人

口
に
占
め
る
子
ど
も
と
高
齢
者
の
合
計

人
口
割
合
の
高
ま
り
を
、
生
活
の
中
心

が
身
近
な
地
域
に
あ
る
「
地
域
密
着
人

口
」
の
増
加
と
と
ら
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
新
た
な
可
能
性
を
生
み
出
す
力
に

な
る
と
考
え
る
識
者
も
い
ま
す
。
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
は
、
そ
う
し

た
前
向
き
な
可
能
性
を
実
現
す
る
手
段

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

物
の
豊
か
さ
よ
り
も
心
の
豊
か
さ
が

重
視
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
人
々
の
価

値
観
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
、
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、唯
一
の「
正

解
」
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、「
何
を

大
切
に
し
て
い
く
か
」
を
徐
々
に
す
り

合
わ
せ
、
み
ん
な
で
共
有
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
空
気
、
お
い
し
い
水
、
豊

富
な
農
畜
産
物
な
ど
、
十
勝
・
帯
広
の

恵
ま
れ
た
環
境
に
加
え
て
、
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
人
の
絆
を
通
し
、

大
都
会
に
は
な
い
人
の
ぬ
く
も
り
や
心

の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
支
え

合
い
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
れ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ど
も
学
校
応
援
地
域
基
金
を
活
用

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
主

体
的
に
取
り
組
み
を
始
め
て
み
る
こ
と

で
、
人
と
人
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り
や

触
れ
合
い
が
広
が
り
、
温
か
み
を
感
じ

る
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

位置図

標高

　

昭
和
45
年
、
第
５
代
帯
広
市
長
の
吉

村
博
は
、
明
治
時
代
の
開
拓
で
失
わ
れ

た
森
を
再
現
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
た
い
と
の
思
い

か
ら
、「
帯
広
の
森
構
想
」
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
帯
広
の
森
の
設
計
図
と

な
る「
帯
広
の
森
造
成
計
画
」を
策
定
し
、

森
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
結
果
、
今
で

は
面
積
４
０
６
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
雄

大
な
都
市
公
園
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

展
望
施
設
の
整
備
に
関
す
る
造
成
計

画
の
構
想
を
も
と
に
、
市
内
の
景
色
を

眺
望
で
き
る
数
少
な
い
立
地
を
生
か
し

て
、
自
然
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
「
築つ
き

山や
ま

」
を
造
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
街
地
を
眺
望
で
き
る
見
晴
ら
し

　

築
山
と
は
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た
山

の
こ
と
で
す
。
平
成
23
年
に
工
事
が
始

ま
り
、
今
年
６
月
に
帯
広
の
森
市
民
農

園
・
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
（
サ
ラ

ダ
館
）
東
側
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

高
さ
17
メ
ー
ト
ル
、
頂
上
の
標
高
は

95
メ
ー
ト
ル
で
、
市
庁
舎
の
屋
上
を
上

回
り
ま
す
。
山
を
造
る
た
め
に
使
っ

た
土
の
量
は
、
11
万
２
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
約

２
万
４
０
０
台
分
、
学
校
の
プ
ー
ル
に

例
え
る
と
約
３
０
０
杯
分
に
も
な
り
ま

す
。
山
頂
へ
と
続
く
１
１
０
段
の
階
段

は
長
さ
約
87
メ
ー
ト
ル
、
山
頂
の
展
望

広
場
は
広
さ
１
６
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

ベ
ン
チ
４
基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
周
辺
に
、
駐
車
場
・
ト
イ

レ
・
園
路
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
眺
望

・�

展
望
広
場
か
ら
市
街
地
や
日
高
山
脈

な
ど
が
眺
望
で
き
ま
す
。

・�

日
暮
れ
後
は
展
望
広
場
ま
で
の
階
段

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
の
で
、
夜
間

に
展
望
広
場
へ
行
っ
て
夜
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

周
囲
に
は
桜
の
木
を
た
く
さ
ん
植
え

て
い
て
、
将
来
的
に
は
満
開
の
桜
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
も
り
の
山
」
小
学
生
が
命
名

　

今
年
３
月
に
、
帯
広
の
森
近
隣
の
大

空
小
学
校
、
森
の
里
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
名
称
を
募
集
し
、
選
考
の
結
果
、

大
空
小
学
校
の
児
童
が
考
案
し
た
「
も

り
の
山
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

帯
広
の
森
に

「
も
り
の
山
」が
誕
生

市
街
地
を
望
む
展
望
広
場
が
完
成

　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
７
）

問
い
合
わ
せ

展望広場からの眺望

採用された大空小学校の児童（中央）

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

こども学校
応援地域基金

おびひろ
夢かなうまち

春駒通中島通

至大空団地

至国道38号線

至自衛隊

栄
通

もりの山
（西21南6）

帯広南商業高校帯広南商業高校

市民農園
サラダ館
市民農園
サラダ館

帯広の森陸上競技場帯広の森陸上競技場

標高
91m

52m市庁舎市庁舎

標高
95m

17m 築山築山
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
第
１
回
懐
か
し
き
昭
和
の
歌
謡
と
洋

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

昭
和
の
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
映
画
音

楽
の
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
７
月
２
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

◆
ロ
ビ
ー
展
「
荘
田
喜き

與よ

志し

写
真
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
11
」

　

荘
田
喜
與
志
氏
が
撮
影
し
た
帯
広
・

十
勝
の
昭
和
の
仕
事
や
暮
ら
し
の
様
子

を
写
真
で
紹
介
。

日
７
月
３
日
㈰
～
31
日
㈰
、
９
時
～
17

時◆
第
３
３
５
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
夕

べ
」

　

ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
７
月
９
日
㈯
、
18
時
～
19
時
30
分

◆
足
寄
化
石
発
掘
40
年
記
念
講
演
会

「
北
海
道
の
成
り
立
ち
」

　

木
村
学
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

が
、
２
５
０
０
万
年
前
に
は
じ
ま
る
北

海
道
の
形
成
に
つ
い
て
解
説
。

日
７
月
23
日
㈯
、
14
時
～
16
時

◆
第
３
３
６
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

帯
広
北
高
等
学
校
箏こ
と

部
「
夏
の
調
べ
」

　
「
二
面
と
箏
と
十
七
絃
の
た
め
の
～

炎
～
」「
三
重
奏
曲 

川
」
な
ど
を
箏
で

演
奏
。

日
７
月
23
日
㈯
、
17
時
30
分
～
18
時
45

分◆
第
３
３
７
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
チ
カ
Ｃシ
ー

カ
ホ
ン
打だ

！
倶
楽
部
コ
ン
サ

ー
ト
」

　

打
楽
器
の
カ
ホ
ン
と
ピ
ア
ノ
や
管
楽

器
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
７
月
31
日
㈰
、
18
時
～
19
時
15
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

◆
図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
市
民
講
演

会
「
国
語
の
教
科
書
に
『
西
遊
記
』
が

載
ら
な
い
わ
け

−

日
中
文
化
受
容
の
知

ら
れ
ざ
る
も
う
一
つ
の
流
れ

−

」

　

勝
山
稔
氏
（
東
北
大
学
大
学
院
国
際

文
化
研
究
科
准
教
授
）
が
、
今
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
国
通
俗
文
芸
の

翻
訳
に
つ
い
て
紹
介
。

日
７
月
３
日
㈰
、
16
時
～
17
時
30
分

場
図
書
館

◆
森
の
中
で
、
自
然
と
絵
本
に
ふ
れ
あ

お
う
！

　

森
の
散
策
や
お
は
な
し
会
、
絵
本
を

載
せ
て
全
国
を
訪
問
し
て
い
る
講
談
社

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
な
ど
、
絵

本
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
雨
天

時
は
、
は
ぐ
く
ー
む
内
で
一
部
内
容
を

変
更
し
て
実
施
。

日
７
月
30
日
㈯
、13
時
20
分
～
15
時
５
分

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南

９
線
49
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
66
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

非
行
防
止
と
更
生
保
護
活
動
の
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
バ
ト

ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
の
演
舞
な
ど
を
行
う
。

ホ
コ
テ
ン
で
パ
レ
ー
ド
も
実
施
。

日
７
月
３
日
㈰
、
10
時
20
分
～
12
時
。

ホ
コ
テ
ン
で
の
パ
レ
ー
ド
は
11
時
40
分

か
ら

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４

１
４
６
）

場
・
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南

６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
世
界
の
と
も
だ
ち
２
０
１
６

　

世
界
の
料
理
が
味
わ
え
る
屋
台
や
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
外
国
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
。
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
国
際

セ
ン
タ
ー
（
帯
広
）
も
会
場
で
す
。

日
７
月
３
日
㈰
、
10
時
30
分
～
15
時

JICA研修員とゲームで交流

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

外
国
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
遊
び
の
場
。

今
回
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
出
身
の
帯
広
畜

産
大
学
留
学
生
が
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
、子

ど
も
た
ち
と
歌
や
手
遊
び
を
楽
し
む
。

対
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
。
兄

姉
も
参
加
可
能

日
７
月
16
日
㈯
、
10
時
〜
11
時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
イ
ベ
ン
ト

◆
第
56
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ー
ク
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
市
国
際
交
流
員

が
、
今
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
を
集

め
る
自
国
の
文
化
や
日
系
社
会
を
紹
介
。

対
中
学
生
以
上

日
７
月
23
日
㈯
、
18
時
～
19
時
30
分

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
６
月
25
日
㈯
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く

ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２

０
０
）
へ
。

◆
み
ん
な
で
森
を
は
ぐ
く
ー
む
～
夏
～

　

森
の
道
づ
く
り
や
野
草
茶
会
、間
伐
、

生
き
物
調
べ
な
ど
を
行
う
。

日
７
月
９
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
夏
～

　

夏
の
花
や
生
き
物
な
ど
を
観
察
す

る
。
散
策
の
後
は
お
茶
会
を
開
催
。

日
７
月
16
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

費
１
０
０
円

◆
写
真
絵
本
を
つ
く
ろ
う

　

小
寺
卓
矢
氏
（
写
真
家
・
写
真
絵
本

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

市役所代表
（☎ 24・4111、F 23・0151）
市役所本庁舎業務時間

（月〜金曜日 8時45分〜17時30分）
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載の
ないものは、参加無料ですので当
日会場へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合
わせください。（施設ごとに業務
時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中 、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限必着
で1人（組）1通。直接窓口で申し込む場
合は、返信用のはがきをお持ちください。

帯広市からの

お知らせ
7月

第37回青少年国際交流キャンプ　日本人と外国人がキャンプや富士山登山などを行う。　対小学３年生～中学３年生　日８月１日（月）～５日（金）
場静岡県立朝霧野外活動センター　定先着100人　申・問７月8日（金）までに、電話で国際青少年研修協会（☎03・6417・9721）へ。

I n f o rm a t i o n

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

作
家
）を
講
師
に
、「
み
ぢ
か
な
い
の
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
森
で
写
真
を
撮
っ
て
、

自
分
だ
け
の
写
真
絵
本
を
作
る
。

日
７
月
24
日
㈰
、
10
時
～
15
時

定
先
着
30
人

費
５
０
０
円

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
ほ
乳
類
編
）

　

コ
ウ
モ
リ
の
生
態
や
観
察
手
法
な
ど

を
学
ぶ
。

日
７
月
30
日
㈯
、18
時
30
分
～
20
時
30
分

定
先
着
15
人

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
２
４
３
４
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
９
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
10
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
７
月
16
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室

　

カ
ラ
マ
ツ
の
お
が
く
ず
か
ら
、
フ
ラ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

５頭の馬から１着を予想します

　ばんえい競馬の迫力を体験できるレー
スを開催。１着馬を当てた人には景品を
贈呈。レースに合わせた体験メニューも
実施。入場料・参加費は無料。
日７月 29 日（金）、８月５日（金）、12 日

（金）、19 日（金）、いずれも 12 時 45 分～
13 時 15 分
場帯広競馬場 （西13南９）
問観光課（市庁舎７階、☎65・4169）

家族みんなで楽しもう！

夏休み

ばんえい十勝体験レース
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特定医療費受給者証などの更新　特定医療費（指定難病）受給証、特定疾患医療受給者証、ウイルス性肝炎医療受給者証（※核酸アナログのみ）、ウイルス性肝炎・
橋本病重症患者対策医療受給者証がある人は、7月1日（金）〜９月30日（金）までに更新手続きを。申・問帯広保健所健康推進課保健係（東３南３、☎27・8637）へ。

ボ
ノ
イ
ド
を
抽
出
し
臭
い
消
し
を
作
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
７
月
17
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
ビ
ュ
ー
ン
ロ

ケ
ッ
ト
」

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ

て
、輪
ゴ
ム
で
飛
ば
す
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
23
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
星
の
観
察
会
「
土
星
を
見
よ
う
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
順

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
７
月
29
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど

で
販
売
。
全
席
指
定
。

場
・
問
市
民
文
化
ホ
ー
ル（
西
５
南
11
、

☎
23
・
８
１
１
１
）

◆
ベ
ル
リ
ン
交
響
楽
団
帯
広
演
奏
会

　

ベ
ル
リ
ン
交
響
楽
団
に
よ
る
究
極
の

名
曲
集
。
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。
託

児
希
望
者
は
６
月
26
日
㈰
ま
で
に
申
し

込
み
。

日
７
月
６
日
㈬
、18
時
30
分
～
21
時
30
分

費
Ｓ
Ｓ
席
完
売
、
Ｓ
席
８
０
０
０
円

（
１
・
２
階
席
）、Ａ
席
７
０
０
０
円（
１
・

２
階
席
）、
Ｂ
席
５
０
０
０
円（
３
階

席
）、小
中
高
生
２
０
０
０
円（
４
階
席
）

◆
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス　

フ
ァ
ミ
リ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ソ
ド
ー
島
の
た
か

ら
も
の
」

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ト
ー
マ
ス

と
パ
ー
シ
ー
が
、
テ
レ
ビ
か
ら
飛
び
出

し
て
駆
け
巡
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
。

日
７
月
26
日
㈫
、
１
回
目
11
時
30
分
～

12
時
30
分
、
２
回
目
14
時
～
15
時

費
前
売
り
券
２
５
０
０
円
。
当
日
券
２

８
０
０
円
。
２
歳
以
上
有
料
。
２
歳
未

満
で
も
座
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
南
太
平
洋
」

　

藤
原
紀
香
、
別
所
哲
也
、
太
川
陽
介

な
ど
豪
華
出
演
陣
に
よ
る
、
傑
作
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
未
就

学
児
の
入
場
不
可
。

日
８
月
11
日
㈷
、
13
時
～
16
時

費
Ｓ
席
４
０
０
０
円
（
１
・
２
階
席
）、

Ａ
席
３
０
０
０
円
（
３
・
４
階
席
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

消
防
団
総
合
演
習

～
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
～

　

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
員

が
、
火
災
や
大
規
模
な
災
害
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
総
合
演
習
を
実
施
。

　

標
的
注
水
訓
練
や
一
斉
放
水
な
ど
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
。当
日
は
、

８
時
に
招
集
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

日
７
月
14
日
㈭
、８
時
30
分
～
11
時
45
分

場
緑
ヶ
丘
公
園
多
目
的
広
場
（
緑
ケ
丘

２
）

問
消
防
推
進
室
（
消
防
庁
舎
１
階
、
☎

26
・
９
１
２
８
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ

「
ウ
エ
カ
ル
パ
」

　

生
産
者
が
対
面
販
売
す
る
こ
と
で
、

農
産
物
の
特
徴
や
お
い
し
い
食
べ
方
な

ど
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
新
鮮
な
農

産
物
を
購
入
で
き
る
。
飲
食
や
雑
貨
ブ

ー
ス
も
あ
り
。

日
７
月
10
日
～
10
月
10
日
ま
で
の
日
曜

日
、
祝
日
、
10
時
～
15
時

場
駅
北
多
目
的
広
場
（
西
２
南
11
）

問
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・

２
３
２
３
）

　

社
会
教
育
施
設
４
館
が
連
携
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
行
う
。

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

◆
ち
ょ
う
ち
ょ
展
ｉ
ｎ
図
書
館

　

百
年
記
念
館
が
収
蔵
し
て
い
る
、
十

勝
管
内
に
生
息
す
る
チ
ョ
ウ
の
標
本
や

パ
ネ
ル
を
展
示
。

日
７
月
23
日
㈯
〜
８
月
７
日
㈰
、
９
時

30
分
～
22
時

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　

帯
広
図
書
館
友
の
会
お
ひ
さ
ま
に
よ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

４
館
連
携
事
業
（
お
び
ひ
ろ
か

ら
わ
か
る
?!
地
球
の
よ
う
す
展
）

る
、
自
然
・
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙

芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
。

日
７
月
24
日
㈰
、
11
時
～
11
時
40
分

◆
子
ど
も
向
け
講
演
会
「
絵
本
に
で
て

く
る
虫
の
お
は
な
し
」

　

絵
本
や
お
話
に
出
て
く
る
昆
虫
を
テ

ー
マ
に
し
た
プ
チ
講
演
会
。

日
７
月
31
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
20
分

定
先
着
60
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

動
物
園
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
７
）

◆
お
び
ｚズ

ー
ｏ
ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
カ
ン

ガ
ル
ー
の
人
工
哺
育
」
で
す
。

日
７
月
17
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
先
着
30
人

申
７
月
１
日
㈮
～
16
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
で
動
物
園
へ
。

◆
７
月
18
日
㈪
海
の
日
イ
ベ
ン
ト

～
動
物
た
ち
に
氷
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

　

海
の
日
に
、
飼
育
動
物
に
果
物
の
入

っ
た
氷
を
給
餌
し
ま
す
。
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
を
予
定
。

　

給
餌
時
間
は
動
物
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
当
日
、
動
物
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
正
門
・
南
門
に
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ

ド
予
定
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
18
日
㈷

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ア
イ
ヌ
文
化
交
流
会

～
世
界
の
先
住
民
の
国
際
デ
ー
～

　

ア
イ
ヌ
の
伝
統
工
芸
品
や
文
化
・
歴

史
パ
ネ
ル
の
展
示
、
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し

ゅ
う
教
室
な
ど
。
開
会
式
で
は
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
民

俗
舞
踊
を
披
露
。

日
７
月
23
日
㈯
、
13
時
～
22
時
、
24
日

㈰
、
９
時
〜
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４

１
４
６
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
水
を
見
る
週
間

　

水
道
・
下
水
道
の
事
業
紹
介
や
お
び

ひ
ろ
極
上
水
の
試
飲
会
な
ど
。

日
７
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮
、９
時
～
17
時

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
上
下
水
道
部
総
務
課
（
市
庁
舎
水
道

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
１
１
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

防
災
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
と
か
ち

２
０
１
６

　

根
本
昌
宏
氏
（
日
本
赤
十
字
北
海
道

看
護
大
学
教
授
）
が
、
寒
冷
地
に
必
要

な
災
害
対
応
の
手
法
に
つ
い
て
講
演
。

防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
木
造
戸
建
住
宅

耐
震
相
談
も
あ
り
。

日
７
月
26
日
㈫
、14
時
30
分
～
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
３
０
０
人

申
・
問
７
月
７
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１

０
３
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
、
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
７
月
27
日
㈬
、
13
時
～
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
☎

24
・
５
８
５
３
）

担
当
課
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁

舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

　

農
業
関
連
施
設
を
見
学
し
て
、
十

勝
・
帯
広
で
生
産
さ
れ
た
基
幹
作
物
の

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

と
か
ち
の
食
べ
も
の

子
ど
も
見
学
会

加
工
と
流
通
の
現
場
を
知
る
。
百
年
記

念
館
集
合
、
解
散
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

日
８
月
５
日
㈮
、９
時
30
分
～
12
時
30
分

場
十
勝
野
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
、
中
札
内
豆

資
料
館

定
先
着
30
人

申
・
問
７
月
５
日
㈫
～
15
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、

☎
24
・
２
４
３
４
）
へ
。

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
交

通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
更
別
村
で

研
修
会
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
。
中
央
公
園
（
西
３
南
６
）
集
合
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
用
具
を
持
参
で
き
る
人

日
８
月
８
日
㈪
、
８
時
～
14
時
30
分

定
抽
選
70
人

申
・
問
７
月
１
日
㈮
～
25
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁

舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
ト
ク
旅
北
海
道
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

札
幌
、
函
館
、
旭
川
、
釧
路
、
帯
広
、

北
見
の
道
内
６
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

　

帯
広
エ
リ
ア
は
、
競
馬
場
や
真
鍋
庭

園
、
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
な
ど
10
カ
所
が
ス

タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ま
た
は
、
は
が
き
で
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
宿
泊
券
な
ど
の
景
品
が
当
た
る
。

　

詳
細
は
、
各
施
設
に
備
え
付
け
の
ク

ー
ポ
ン
紙
「
ト
ク
旅
北
海
道
」
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
HPhttp

：//sp.w
alkerplu

s.com
/tokutabi_hokkaido/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
12
月
25
日
㈰
ま
で

問
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４

１
６
９
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

高
齢
者
交
通
安
全
研
修
会
と

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　緑の健康診断員をガイドに、十勝管内
のオープンガーデンを中心に花壇を巡る
バスツアー。みどりと花のセンター（緑
ケ丘２）集合、解散。
日７月27日（水）、９時～16時
費１５００円程度（昼食代含む）
定先着30人
申・問７月20日（水）までに、電話で
みどりの課（市庁舎６階、☎65・4186）へ。

すてきなガーデンを巡ってみよう

花巡りバスツアー

フェイスブックで
発信中

◀QRコード
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講
座
・
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ

な
ど
の
加
工
体
験
教
室

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
❷
各
10
人
、
❸
20
人

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八

千
代
町
西
４
線
、☎
60
・
２
５
１
４
）へ
。

❶
チ
ー
ズ
教
室
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
７
月
２
日
㈯
、
②
16
日
㈯
、
い
ず

れ
も
10
時
～
16
時

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
７
月
１
日
㈮
、
②
14
日
㈭

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
７
月
10
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
２
２
０
０
円

申
込
期
限
７
月
７
日
㈭

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室（
約
２
５
０
グ
ラ
ム
）

日
７
月
24
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
21
日
㈭

対
15
歳
以
上
（
第
11
集
を
除
く
）

申
・
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

１
９
２
）
へ
。
託
児
希
望
者
は
各
開
催

日
の
一
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
。（
第

11
集
は
申
し
込
み
不
要
。
託
児
不
可
。）

◆
第
10
集「
突
然
の
事
故
・
・
・
あ
な
た
は

大
切
な
人
を
救
え
ま
す
か
？
～
知
っ
て

お
く
べ
き
救
命
手
当
と
応
急
手
当
～
」

　

帯
広
消
防
署
救
急
救
命
士
を
講
師

に
、
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

身
の
回
り
の
物
で
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

応
急
手
当
て
を
学
ぶ
。

日
７
月
１
日
㈮
、
10
時
30
分
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
大
学
講
座

定
先
着
50
人

◆
第
11
集
「
大
人
の
君
に
、
聞
い
て
ほ

し
い
。
18
歳
か
ら
の
選
挙
権
」

　

岡
崎
ま
ゆ
み
氏
（
帯
広
畜
産
大
学
人

間
科
学
研
究
部
門
講
師
）
が
、
初
め
て

選
挙
に
行
く
人
を
主
な
対
象
に
、
選
挙

の
大
切
さ
や
投
票
の
仕
方
、
選
挙
の
仕

組
み
な
ど
を
易
し
く
解
説
。

日
７
月
５
日
㈫
、
18
時
～
19
時
30
分

場
帯
広
畜
産
大
学
か
し
わ
プ
ラ
ザ
（
稲

田
町
西
２
線
11
）

定
先
着
50
人

◆
第
12
集「
今
こ
そ
考
え
る
十
勝
の“
価

値
”
～
十
勝
の
農
業
生
産
力
に
つ
い
て

〜
」

　

小
池
寿
氏
（
十
勝
農
業
協
同
組
合
連

合
会
企
画
室
調
査
役
）
を
講
師
に
、
十

勝
の
農
畜
産
物
の
生
産
事
情
と
今
後
の

可
能
性
に
つ
い
て
解
説
。

日
７
月
８
日
㈮
、
18
時
30
分
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
50
人

◆
第
13
集
「
メ
ン
タ
ル
磨
き
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
！
ス
ト
レ
ス
社
会
に
打

ち
勝
つ
自
分
に
な
る
～
今
す
ぐ
実
践
で

き
る
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～
」

　

中
岡
千
香
子
氏
（
Ｅ
Ｍ
Ａ
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
）
を
講
師
に
、
日
常
生
活

や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
役
立
つ
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方

式
で
学
ぶ
。

日
７
月
14
日
㈭
、
26
日
㈫
、
８
月
２
日

㈫
、
全
３
回
、
い
ず
れ
も
19
時
～
20
時

30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
50
人

費
５
０
０
円
（
３
回
分
）

◆
第
14
集
「
家
族
の
夢
を
か
な
え
る
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
～
人
生
の
幸
せ
な
思
い
出

づ
く
り
に
～
」

　

早
川
靖
志
氏
（
早
川
Ｆ
Ｐ
事
務
所
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
を
講

師
に
、
家
族
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん

だ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
立
て
方
を
学
び
、

夢
の
実
現
に
役
立
て
る
。

日
７
月
21
日
㈭
、
10
時
30
分
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
50
人

◆
第
15
集「
今
こ
そ
考
え
る
十
勝
の“
価

値
”
～
持
続
可
能
な
強
い
農
業
を
目
指

す
㈱
ノ
ベ
ル
ズ
の
取
り
組
み
～
」

　

延え
ん

與よ

雄
一
郎
氏
（
ノ
ベ
ル
ズ
代
表
取

締
役
社
長
）
を
講
師
に
、
独
自
生
産
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
畜
産
業
の
多
角
経
営

化
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
海
外
輸
出
な

ど
、
攻
め
の
農
業
を
貫
き
常
に
挑
戦
し

続
け
る
、
ノ
ベ
ル
ズ
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
学
ぶ
。

日
７
月
22
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
50
人

◆
第
16
集
「
十
勝
前
史
・
江
戸
末
期
・

明
治
・
大
正
・
昭
和
ま
で
の
歴
史
を
紐ひ
も

解
く
①
」

　

嶺
野
侑
す
す
む
氏
（
元
帯
広
市
議
会
議
長
）

を
講
師
に
、
十
勝
の
歴
史
に
影
響
を
与

え
た
人
物
や
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
を
隔
月

で
ひ
も
と
い
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
。
第
１

回
は
十
勝
前
史
か
ら
江
戸
末
期
、
明
治

初
年
に
焦
点
を
あ
て
る
。

日
７
月
29
日
㈮
、
18
時
30
分
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
で
学
ぶ
連
続
講
座「
発
見
！

つ
な
が
る
・
生
き
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

エ
ゾ
リ
ス
と
ク
ル
ミ
の
関
係
な
ど
、

生
き
も
の
同
士
の
つ
な
が
り
を
、
緑
ヶ

丘
公
園
を
歩
き
な
が
ら
観
察
。

対
小
学
４
年
生
以
上

日
７
月
９
日
㈯
、
９
時
～
12
時

定
先
着
15
人

費
１
０
０
円

申
７
月
１
日
㈮
～
６
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
博
物
館
講
座
「
も
の
が
た
り
の
昆
虫

４
」

　

い
ろ
い
ろ
な
物
語
に
登
場
す
る
昆
虫

の
中
か
ら
、
帯
広
に
関
わ
り
の
あ
る
昆

虫
を
紹
介
。

日
７
月
16
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

◆
親
子
七
宝
教
室

　

親
子
で
ブ
ロ
ー
チ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
作

り
に
挑
戦
。

対
年
長
児
に
当
た
る
幼
児
～
中
学
生
と

保
護
者

日
８
月
６
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
組

費
１
組
２
３
０
０
円
程
度

申
７
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

　

親
子
で
協
力
し
て
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

を
使
っ
た
お
や
つ
「
ト
ラ
イ
フ
ル
」「
チ

ー
ズ
入
り
白
玉
の
ス
ー
プ
」
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児

～
小
学
１
年
生
と
保
護
者

日
７
月
23
日
㈯
、
①
10
時
～
12
時
、
②

14
時
～
16
時

定
各
先
着
10
組
（
初
参
加
者
優
先
）

費
１
組
５
０
０
円

場
・
申
・
問
７
月
１
日
㈮
９
時
～
７
日

㈭
ま
で
に
、電
話
で
子
育
て
支
援
課（
東

８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

25
・
９
７
２
２
）
へ
。

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

農
園
サ
ラ
ダ
館
（
〒

080
・

2472
西
22
条
南

６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９
５
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

食
育
・
親
子
料
理
教
室

～
お
や
つ
を
作
ろ
う
～

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
農
園
サ
ラ
ダ
館

講
習
会

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

ライフ＆マネーセミナー　ライフプランを見直し、生活や就職活動に役立てる。 対十勝管内在住のひとり親家庭の親 日7月22日（金）、10時～12時 定先
着20人 場・申・問前日（託児希望者は7月19日（火））までに、電話で母子家庭等就業・自立支援センター（公園東町3、グリーンプラザ内、☎20・7751）へ。

◆
初
め
て
の
押
し
花
教
室

日
７
月
28
日
㈭
、
８
月
25
日
㈭
、
９
月

29
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
20
人

費
６
４
８
０
円

申
込
期
限
７
月
19
日
㈫

◆
夏
休
み
親
子
教
室

定
各
抽
選
10
組

費
各
１
５
０
０
円

申
込
期
限
７
月
19
日
㈫

・
押
し
花
教
室

日
７
月
30
日
㈯
、
10
時
～
12
時

・
草
木
染
め
教
室

日
７
月
31
日
㈰
、
10
時
～
12
時

・
フ
エ
ル
ト
教
室

日
７
月
31
日
㈰
、
10
時
～
12
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
講
座
・
教
室

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
図
書
館

（
西
２
南
14
、☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

◆
と
か
ち
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
文
章
教
室

～
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
み
よ
う
～

　

夏
休
み
期
間
に
、
文
章
の
書
き
方
の

こ
つ
や
題
材
の
見
つ
け
方
な
ど
を
ジ
ュ

ニ
ア
文
芸
選
考
委
員
か
ら
学
ぶ
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中

学
生
（
詩
教
室
は
小
・
中
学
生
）

定
各
先
着
20
人

申
込
期
間
い
ず
れ
も
７
月
１
日
㈮
～
20

日
㈬

・
詩
教
室

　

山
﨑
靖
恵
氏（
音
更
町
立
共
栄
中
学

校
教
諭
）、
渡
邉
美
穂
子
氏（
帯
広
市

立
緑
丘
小
学
校
教
諭
）を
講
師
に
、
詩

の
楽
し
さ
や
書
き
方
を
学
ぶ
。

日
７
月
30
日
㈯
、
10
時
15
分
～
12
時
15

分・
小
説
・
童
話
教
室

　

豊
田
利
一
氏
（
芽
室
町
立
芽
室
西
中

学
校
校
長
）、
川
上
裕
明
氏
（
帯
広
市

立
緑
丘
小
学
校
教
頭
）
を
講
師
に
、
小

説
や
童
話
を
読
む
楽
し
さ
と
書
き
方
を

学
ぶ
。

日
７
月
30
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分・
短
歌
・
俳
句
教
室

　

吉
田
真
弓
氏
（
短
歌
「
辛
夷
」
編
集

発
行
人
）、
高
松
忠
信
氏
（「
道
」
俳
句

会
同
人
）
を
講
師
に
、
短
歌
や
俳
句
の

決
ま
り
事
や
書
き
方
を
学
ぶ
。

日
７
月
31
日
㈰
、
10
時
15
分
～
12
時
15

分◆
調
べ
て
み
よ
う
！
動
物
の
こ
と

　

動
物
園
で
動
物
を
観
察
し
た
後
、
図

書
館
に
移
動
し
て
動
物
に
つ
い
て
調
べ

て
ま
と
め
る
。
図
書
館
集
合
、
解
散
。

対
小
学
生
。
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴日
８
月
３
日
㈬
、
12
時
30
分
～
16
時

定
先
着
25
人

申
込
期
間
７
月
16
日
㈯
～
31
日
㈰

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

緑
の
健
康
講
習
会

多
肉
食
物
の
育
て
方

　

緑
の
健
康
診
断
員
を
講
師
に
、
多
肉

食
物
の
育
て
方
を
学
ぶ
。

日
７
月
31
日
㈰
、
13
時
30
分
～
15
時

定
先
着
30
人

場
・
申
・
問
７
月
27
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ

丘
２
、
☎
21
・
３
１
７
２
）
へ
。

　

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
捕
獲
体
験
や
自

然
観
察
な
ど
を
通
じ
て
、
帯
広
市
の
自

然
環
境
を
学
ぶ
。
市
庁
舎
集
合
、解
散
。

対
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

日
８
月
５
日
㈮
、
９
時
～
15
時
30
分

定
先
着
30
人

費
１
０
０
円

申
・
問
７
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁

舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

環
境
学
習
会



◆15 ◆ 広報おびひろ 平成28年７月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

星槎国際高等学校帯広キャンパスオープンスクール　高校進学に向けて、保護者や小・中学生などを対象に学校紹介、体験授業などを行う。
日７月９日（土）、13時～15時　場・申・問前日までに、星槎帯広キャンパス（西５南10、☎22・3830）へ。

　

寝
室
で
過
ご
す
動
物
た
ち
や
夜
行
性

動
物
の
活
発
な
様
子
な
ど
を
観
察
す
る

飼
育
員
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
ツ
ア
ー
。
フ

ク
ロ
ウ
、
ビ
ー
バ
ー
、
ゾ
ウ
、
ホ
ッ
キ

ョ
ク
グ
マ
を
観
察
。
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
。

日
①
８
月
19
日
㈮
、
②
20
日
㈯
、 
い
ず

れ
も
18
時
30
分
～
20
時

定
各
日
抽
選
30
人

場
・
申
・
問
７
月
14
日
㈭
～
28
日
㈭
ま

で
に
、
官
製
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記

載
事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、
動
物

園（
〒

080
・

0846
帯
広
市
緑
ケ
丘
２
番
地
、

☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。
は
が
き
１
枚

で
各
日
１
組
申
し
込
み
可
能
。
グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
、「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

の
ほ
か
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、

希
望
日
を
追
記
。
当
選
者
に
は
別
途
通

知
す
る
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

プ
ラ
ザ
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
８

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
18
歳
以
上

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

夜
の
裏
側
探
検
隊

日
８
月
２
日
～
23
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

講　座　名 日　程

パソコンで画像加工 毎
週
火
・
木

午前

ワード＆エクセル活用② 午後

ワード＆エクセル＆パワー
ポイント活用② 夜間

エクセル基礎 毎
週
水
・
金

午前

インターネットフル活用 午後

資格を取得するエクセル② 夜間

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
７
月
５
日
㈫
～
21
日
㈭
ま

で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南

13
、
☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
８
月
９
日
㈫
、消
防
庁
舎（
西

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

普
通
救
命
講
習

６
南
６
）、
②
19
日
㈮
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
５
０
０
円

申
・
問
①
は
７
月
３
日
㈰
～
８
月
２
日

㈫
ま
で
、
②
は
７
月
13
日
㈬
～
８
月
12

日
㈮
ま
で
に
、帯
広
消
防
署
救
急
課（
西

６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９

１
３
１
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ

資
格
継
続
研
修
会

　

申
込
時
に
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助

員
Ⅰ
認
定
証
を
持
参
。

対
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
の
資

格
を
取
得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、

資
格
有
効
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
８
月
28
日
㈰
、
９
時
〜
13
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
30
人

費
１
０
０
０
円

申
・
問
７
月
28
日
㈭
〜
８
月
26
日
㈮
ま

で
に
、
直
接
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、

☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

健
康
・
福
祉

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
編

　

帯
広
の
森
で
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
学
び
な
が
ら
実
践
す
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
７
月
６
日
㈬
、
10
時
～
12
時

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南

９
線
49
）

定
先
着
40
人

申
込
期
限
７
月
４
日
㈪

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
水
中
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
編

　

水
が
苦
手
な
人
で
も
で
き
る
水
中
運

動
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
７
月
21
日
㈭
、
19
時
～
19
時
40
分

場
豊
成
小
学
校
プ
ー
ル
（
清
流
西
１
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
７
月
19
日
㈫

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
な
ど
を
学

び
、
認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
応

援
者
を
養
成
す
る
。

日
７
月
28
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分場
緑
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西

17
南
４
）

申
７
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
７
月
28
日
㈭
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

費
１
０
０
円

　

乗
馬
を
通
じ
て
、
運
動
に
よ
る
健
康

の
増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
身
体
障
害
、
知
的
・
精
神

障
害
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
。
体
験
者

１
人
に
引
率
者
１
人
同
伴

日
①
７
月
29
日
㈮
、
②
８
月
５
日
㈮
、

③
12
日
㈮
、
い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
12

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

障
が
い
者
乗
馬
体
験

時
、
④
８
月
20
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
①
②
③
各
５
人
程
度
、
④
10
人
程
度

費
２
０
０
円

場
・
申
・
問
①
７
月
４
日
㈪
～
15
日

㈮
、
②
７
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮
、
③
７

月
15
日
㈮
～
29
日
㈮
、
④
７
月
25
日
㈪

～
８
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
用
紙
を

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
帯
広
畜
産
大

学
（
〒

080
・

8555
稲
田
町
西
２
線
11
、
☎

49
・
５
７
７
６
、
Ｆ
49
・
５
２
８
９
）

へ
。
申
込
用
紙
は
、
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

担
当
課
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
０
１
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
市
手
話
言
語
条
例

制
定
記
念
講
演
会

　

帯
広
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
記

念
し
、
庄
﨑
隆
志
氏
（
ろ
う
者
、
映
画

「
ゆ
ず
り
葉
」
主
演
）
に
よ
る
記
念
講

演
の
他
、
ミ
ニ
手
話
講
座
、
手
話
コ
ー

ラ
ス
な
ど
を
開
催
。

日
７
月
30
日
㈯
、
12
時
30
分
〜
15
時
30

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
３
５
０
人

問
障
害
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65

・
４
１
４
７
、
Ｆ
23
・
０
１
６
３
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

陶
芸
ミ
ニ
講
座

　

マ
イ
食
器
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人

日
８
月
２
日
㈫
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
人

費
３
０
０
円

場
・
申
・
問
７
月
14
日
㈭
～
25
日
㈪
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

０
１
、Ｆ
25
・
９
７
０
３
）
へ
。手
話
・

要
約
筆
記
通
訳
の
希
望
者
は
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
“
20
歳

か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
ご
飯
教
室
”

　

体
に
優
し
い
減
塩
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス

食
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
20
～
40
歳
代

日
８
月
６
日
㈯
、
10
時
～
13
時
30
分

定
先
着
20
人

場
・
申
・
問
７
月
６
日
㈬
～
29
日
㈮
ま

で
に
、
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２

１
）
へ
。

場
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
希
望
者
に

は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
28
年
１
月
生
ま
れ

日
７
月
12
日
㈫
、
21
日
㈭
、
27
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
26
年
12
月
生
ま
れ

日
７
月
５
日
㈫
、
６
日
㈬
、
28
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
25
年
６
月
生
ま
れ

日
７
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
、
26
日
㈫

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
12
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
８
月
21
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
８
月
17
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で
子
育

て
支
援
課
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　学校給食センターで、給食の「ビーンズ入
りラタトゥイユ」「ジュリエンヌスープ」な
どを調理して食べた後、図書館に移動して調
べ学習を行う。学校給食センター集合、解散。
対市内在住の小学４～６年生と保護者
日８月４日（木）、10時～15時30分
定先着12組
費１人３００円
場・申・問７月４日（月）～15日（金）ま
でに、電話で学校給食センター（南町南８線
42−３、☎49・1900）へ。

親子で給食づくり
食べて 調べる！

夏休みの
自由研究に

役立つかも！
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ス
ポ
ー
ツ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
め
だ
か
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

　

水
慣
れ
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
学
ぶ
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
で
水
泳
初
心
者

日
８
月
17
日
〜
９
月
９
日
の
水
・
金
曜

日
、
全
８
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
16
時
～
16

時
50
分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
60
人

費
４
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
25
日
㈪

◆
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
２
回
目
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

行
う
水
中
運
動
教
室
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
８
月
17
日
～
10
月
５
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
～
20
時
50
分

定
抽
選
30
人

費
４
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
29
日
㈮

◆
高
齢
者
チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
１

回
目
）

　

椅
子
を
使
っ
て
、
無
理
の
な
い
運
動

量
で
運
動
不
足
を
解
消
す
る
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
（
介
護
が
必

要
の
な
い
運
動
初
心
者
）

日
８
月
20
日
～
９
月
24
日
の
土
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
10
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
29
日
㈮

◆
お
や
こ
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

　

親
子
で
プ
ー
ル
に
入
り
、
水
遊
び
を

通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
水
に
慣
れ
る
。

対
市
内
在
住
の
２
～
４
歳
児
と
保
護
者

日
８
月
22
日
～
９
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
20
組

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
１
日
㈪

◆
幼
児
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

　

水
遊
び
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
習
う
。

対
市
内
在
住
の
年
中
・
年
長
児
に
当
た

る
幼
児

日
８
月
22
日
～
９
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分
▽
Ｃ

コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
50
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
１
日
㈪

◆
年
少
児
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

　

水
遊
び
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
学
ぶ
。

対
市
内
在
住
の
年
少
児
に
当
た
る
幼
児

日
８
月
27
日
～
10
月
１
日
の
土
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
30
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
５
日
㈮

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
３
回
目
）

　

全
身
の
筋
強
化
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン

ス
能
力
を
高
め
る
教
室
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
９
月
１
日
～
10
月
27
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
～
20
時
50
分

定
抽
選
25
人

費
４
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
11
日
㈷

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
12

頁
）
を
書
い
て
、帯
広
の
森
体
育
館
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広
の

森
運
動
公
園
内
、☎
48
・
８
９
１
２
）へ
。

◆
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本
を
習
得
す
る
。

日
８
月
18
日
～
９
月
29
日
の
月
・
木
曜

日
、
全
10
回
、
19
時
～
21
時

場
す
ぱ
ー
く
帯
広
（
南
町
南
９
線
）

定
抽
選
30
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
７
月
25
日
㈪

◆
ヨ
ガ
教
室
（
２
回
目
）

　

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
や
動
き
を
行
い
、
柔

軟
な
筋
力
を
つ
け
る
。

日
８
月
22
日
～
10
月
24
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
帯
広
の
森
体
育
館

定
抽
選
35
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
７
月
28
日
㈭

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、
総

合
体
育
館
（
〒

080
・

0030
大
通
北
１
丁
目

１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

　

骨
盤
の
ゆ
が
み
を
改
善
し
、
柔
軟
で

引
き
締
ま
っ
た
身
体
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
８
月
18
日
～
10
月
27
日
の
木
曜
日
、

全
10
回
、
10
時
～
11
時

定
抽
選
20
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
８
月
４
日
㈭

◆
50
歳
か
ら
の
健
康
体
操
（
１
回
目
）

　

足
腰
の
筋
力
の
衰
え
か
ら
く
る
「
ロ

コ
モ（
運
動
器
症
候
群
）」を
予
防
す
る
、

高
齢
者
や
運
動
経
験
の
少
な
い
人
で
も

参
加
し
や
す
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
。

対
市
内
在
住
の
50
歳
以
上

日
８
月
18
日
～
10
月
13
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
13
時
～
13
時
45
分

定
抽
選
30
人

費
３
２
０
０
円

申
込
期
限
８
月
４
日
㈭

◆
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
２
回

目
）

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

の
有
酸
素
運
動
と
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
、体
力
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
８
月
18
日
～
10
月
27
日
の
木
曜
日
、

全
10
回
、
中
級
コ
ー
ス
の
み
、
11
時
15

分
～
12
時
15
分

定
抽
選
30
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
８
月
４
日
㈭

◆
卓
球
教
室
（
２
回
目
）

　

卓
球
の
基
礎
を
学
ぶ
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心
者
と

中
級
者

日
８
月
23
日
～
10
月
25
日
の
火
曜
日
、

（
た
だ
し
、
９
月
21
日
と
10
月
12
日
は

水
曜
日
）、全
10
回
、19
時
～
20
時
30
分

定
抽
選
30
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
８
月
９
日
㈫

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

親
子
で
楽
し
く
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

～
１
歳
・
２
歳
・
３
歳
児
～

　

リ
ズ
ム
運
動
で
子
ど
も
の
運
動
能
力

と
心
の
発
達
を
促
す
。

対
１
～
３
歳
児
と
保
護
者

日
８
月
24
日
㈬
、
３
歳
児
対
象
10
時
15

分
～
11
時
、
２
歳
児
対
象
11
時
15
分
～

12
時
、
１
歳
児
対
象
８
月
31
日
㈬
、
10

時
30
分
～
11
時
15
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
各
先
着
20
組

申
・
問
８
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
12

頁
）
を
書
い
て
、帯
広
の
森
野
球
場
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広
の

森
運
動
公
園
内
、☎
48
・
８
３
３
８
）へ
。

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

リラクゼーション室のお知らせ　リラクゼーション室の開室時間は、毎週、月・金曜日、13時〜17時（一般開放、16時30分までに入室）、火曜日、
18時〜20時（予約制）です。なお、７月18日（祝）はお休みします。　問健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721）

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
12
頁
）

を
書
い
て
、
帯
広
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
み
ん
な
の
ち
く
だ
い
係（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広
の
森
運

動
公
園
内
、
☎
47
・
３
２
３
６
）へ
。

◆
わ
く
わ
く
カ
ー
リ
ン
グ
体
験

　

氷
上
競
技
の
カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
。

対
小
学
生

日
７
月
30
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
カ
ー
ル
プ
レ
ッ
ク
ス
お
び
ひ
ろ
（
清

流
東
２
）

定
抽
選
20
人

費
１
０
０
円

申
込
期
限
７
月
11
日
㈪

◆
み
ん
な
で
ハ
モ
ろ
う
！
夏
の
ア
カ
ペ

ラ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

声
を
出
す
こ
と
、
音
を
重
ね
歌
う
こ

と
の
楽
し
さ
に
気
付
い
て
も
ら
う
。

対
小
学
生

日
７
月
30
日
㈯
、
午
前
の
部
10
時
30
分

～
11
時
30
分
、
午
後
の
部
14
時
〜
15
時

場
帯
広
の
森
体
育
館（
南
町
南
７
線
56
）

定
各
回
先
着
20
人

申
込
期
限
７
月
11
日
㈪

◆
ダ
チ
ョ
ウ
の
羽
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作

ろ
う

　

ダ
チ
ョ
ウ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
大
型

動
物
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
。
ダ
チ

ョ
ウ
の
卵
の
卵
焼
き
も
試
食
で
き
る
。

対
小
・
中
学
生
。
小
学
１
～
３
年
生
は

保
護
者
同
伴

日
８
月
13
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
帯
広
畜
産
大
学（
稲
田
町
西
２
線
11
）

定
抽
選
12
人

費
１
０
０
円

申
込
期
限
７
月
25
日
㈪

◆
憧
れ
を
実
現
に
！
１
日
で
あ
な
た
も

バ
ッ
ク
転
マ
ス
タ
ー

　
「
バ
ッ
ク
転
」
を
き
っ
か
け
に
体
操

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
６
み
ん
な
の
ち
く
だ
い



◆17 ◆ 広報おびひろ 平成28年７月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

７月18日（月）海の日は通常通りごみを収集します　月曜日収集地区の人は、午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたごみステーショ
ンに出してください。くりりんセンターは休館日です。ごみの持ち込みはできません。　問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
。

対
小
学
生
〜
40
歳

日
９
月
４
日
㈰
、
午
前
の
部
11
時
〜
12

時
30
分
、
午
後
の
部
13
時
～
15
時

場
オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
会
場
（
西
２
南

８
・
９
）

定
各
回
先
着
30
人

費
５
０
０
円

申
込
期
限
８
月
15
日
㈪

募
　
　
集

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ワ
ー
ド
市
の

高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭
募
集

　

国
際
姉
妹
都
市
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ス

ワ
ー
ド
市
か
ら
、
高
校
生
相
互
派
遣
事

業
で
来
帯
す
る
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
、
受
け
入
れ
中
に
高
校

生
の
食
事
な
ど
の
提
供
が
可
能
な
家
庭

期
間
８
月
９
日
㈫
～
20
日
㈯
の
う
ち
、

１
家
庭
当
た
り
２
～
３
泊
程
度

定
抽
選
12
家
族
程
度

費
２
～
３
泊
程
度
（
１
名
）
に
係
る
食

事
な
ど
実
費

申
・
問
７
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
親
善
交

流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３

３
）
へ
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
企
業

や
一
般
家
庭
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
、

宛
名
書
き
や
樹
木
の
剪せ
ん
て
い定
、
清
掃
、
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
の
臨
時
的
で
軽
易
な
仕

事
を
請
け
負
い
、
仕
事
の
内
容
に
応
じ

て
会
員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
で
、
健

康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
人
な
ら
、
誰
で
も
会

員
に
な
れ
ま
す
。
入
会
説
明
会
を
開
催

し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

場
・
申
・
問
帯
広
市
シ
ル
バ
ー
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
（
西
13
南
２
、
☎
38
・
２
０

０
１
）
へ
。

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
印
鑑
を
持
参
の
上
、
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
方
法
や
入
居
者
資
格
、
募

集
住
宅
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市

営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る
人
向
け

の
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
を
募
集

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

７
月
定
期
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

日
７
月
１
日
㈮
、
４
日
㈪
～
７
日
㈭
、

８
時
45
分
～
17
時
30
分 

（
７
日
は
19
時

ま
で
）

場
市
庁
舎
10
階
第
１
会
議
室

問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４

１
９
０
）

　

帯
広
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
向

け
て
、
意
見
を
聴
く
委
員
を
募
集
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

20
歳
以
上

定
３
人

申
・
問
７
月
29
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
応
募
動
機
や
男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
意
見
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経

験
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
、
市
庁
舎

３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）
へ
。

　

男
女
共
同
参
画
を
表
現
し
た
自
作
で

未
発
表
の
作
品
を
募
集
。
１
人
３
作
品

ま
で
応
募
可
能
。
入
賞
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
贈
呈
。作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

対
十
勝
管
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
人

申
・
問
６
月
23
日
㈭
～
８
月
１
日
㈪
ま

で
に
、作
品
と
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
推
進

課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
、

市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
、
Ｆ

23
・
０
１
７
１
）
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
応
募
可
。

　

野
草
園
に
咲
く
野
草
や
樹
木
の
写

真
、
絵
手
紙
を
募
集
。
応
募
作
品
は
作

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
市
男
女
共
同
参
画
推
進

市
民
会
議
の
委
員
を
募
集

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
15
回
「
女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ

と
）
の
一
行
詩
」
を
募
集

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
帯
広
市
野
草
園
の
花
」

作
品
の
募
集

品
展
で
展
示
。

　

規
格
写
真
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
で
１

人
20
点
ま
で
、
絵
手
紙
は
は
が
き
サ
イ

ズ
で
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
・
問
６
月
24
日
㈮
～
７
月
７
日
㈭
ま

で
に
事
前
に
電
話
で
連
絡
の
上
、
直
接

児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２
４

３
４
）
へ
。

◆
第
29
回
「
帯
広
市
野
草
園
の
花
」
作

品
展

日
７
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮
、
９
時
～
17

時
（
最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

放
送
大
学
10
月
入
学
生
の
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
な
ど
で
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
授
業
を
視
聴
で
き
る

ほ
か
、
授
業
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

を
貸
り
て
、
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て

学
習
で
き
ま
す
。

申
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
願
書
を
放
送

大
学
本
部
（
〒

261
・

8586
千
葉
市
美
浜
区

若
葉
２
丁
目
11
、
☎
０
４
３
・
２
７

６
・
５
１
１
１
）
へ
。
募
集
要
項
は
と

か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）、
総
合
案

内（
市
庁
舎
１
階
）、コ
ミ
セ
ン
で
配
布
。

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
９
２
）、
放
送
大
学
北
海
道

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
７
３
６

・
６
３
１
８
）

ビ
ジ
ネ
ス

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
市
人
材
育
成
事
業
補
助
金

　

市
内
の
中
小
企
業
者
や
個
人
事
業

主
、
事
業
協
同
組
合
に
派
遣
研
修
事
業

費
用
の
一
部
を
補
助
。

　

市
外
の
研
修
機
関
や
先
進
地
な
ど
へ

の
派
遣
に
掛
か
る
旅
費
、
受
講
料
な
ど

の
経
費
の
２
分
の
１
以
内
。１
事
業（
企

業
、
団
体
）
に
つ
き
２
人
ま
で
、
30
万

円
を
限
度
に
補
助
。

申
・
問
７
月
１
日
㈮
～
25
日
㈪
ま
で

に
、
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
で
配
布
す
る

補
助
希
望
調
書
を
、
直
接
同
課
（
市
庁

舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
５
）
へ
。

案
　
　
内

　

手
軽
に
電
気
使
用
量
な
ど
を
測
定
で

き
る
機
器
（
ワ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
・
ワ
ッ

ト
チ
ェ
ッ
カ
ー
）を
無
料
で
貸
し
出
し
。

　

家
電
製
品
ご
と
の
使
用
電
力
量
や
電

気
料
金
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
省
エ
ネ

効
果
が
実
感
で
き
ま
す
。
貸
し
出
し
は

随
時
。
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
期
間
最
長
２
カ
月

問
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
１
３
５
）

申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
入
札
参
加
申

込
書
と
必
要
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
契
約
管
財
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条

南
７
丁
目
１
、
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・

４
１
１
５
）
へ
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
市
有
車
両
９
台
を
売
り
払
い

物
件
下
見
会
７
月
８
日
㈮
、
13
時
30
分

～
15
時
30
分
、
道
路
車
両
セ
ン
タ
ー
資

材
置
場
（
南
町
南
６
線
61
）

入
札
日
７
月
28
日
㈭
、
10
時
、
市
庁
舎

10
階
第
３
会
議
室

申
込
期
間
７
月
８
日
㈮
～
21
日
㈭

◆
市
有
地
を
売
り
払
い

物
件
説
明
会
７
月
13
日
㈬
、
10
時
、
市

庁
舎
10
階
第
２
会
議
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

電
気
使
用
量
測
定
機
器
を

貸
し
出
し
ま
す

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

車
両
・
市
有
地
を

一
般
競
争
入
札
で
売
り
払
い

入
札
日
８
月
22
日
㈪
、
10
時
、
市
庁
舎

10
階
第
５
会
議
室
Ｂ

物
件
番
号
１
▽
大
空
町
４
丁
目
５
番

２
、
宅
地
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
、
３
５
１
０
・
46
平
方
メ
ー
ト
ル
▽

最
低
売
却
価
格
１
５
１
０
万
円

物
件
番
号
２
▽
西
23
条
南
１
丁
目
１
１

４
番
15
、
宅
地
、
準
住
居
地
域
・
第
一

種
住
居
地
域
、
５
３
６
・
40
平
方
メ
ー

ト
ル
▽
最
低
売
却
価
格
７
８
３
万
円

申
込
期
間
７
月
１
日
㈮
～
８
月
８
日
㈪

　

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
に
は
、

12
月
上
旬
に
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま

す
。
市
内
に
住
民
登
録
の
な
い
人
で
も

当
日
、
運
転
免
許
証
や
学
生
証
な
ど
生

年
月
日
の
確
認
で
き
る
も
の
の
提
示
で

参
加
で
き
ま
す
。

対
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰
（
成
人
の
日

の
前
日
）、
14
時
～
15
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
２
）

　

中
学
校
で
使
用
し
て
い
た
木
製
の

机
・
椅
子
を
提
供
し
ま
す
。
傷
み
が
激

し
く
修
繕
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
事
前
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
在
住
で
、
売
却
を
目
的
と
し

な
い
人
（
１
人
４
セ
ッ
ト
ま
で
）

日
７
月
29
日
㈮
～
８
月
１
日
㈪
、
10
時

～
13
時
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
旧
学
校
給
食
共
同
調
理
場
（
西
22
北

２
）

問
学
校
教
育
部
企
画
総
務
課
（
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
０
１
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
29
年
帯
広
市
成
人
の
集
い
は

１
月
８
日
で
す

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

生
徒
用
木
製
机
・
椅
子
を

無
償
で
提
供
し
ま
す

　各種手続きや施設案内、地域情報、防災
情報など、市民生活に役立つ情報をまとめ
た冊子「おびひろ 暮らしと防災ガイド」
を10月に市民の皆さんにお届けする予定
です。
　官民協働事業として取り組み、主旨に賛
同していただける事業者からの広告収入で
発行します。冊子への広告掲載を希望する
事業主の皆さんは、申し込みください。
広告募集期間　９月16日（金）まで
※帯広市広告掲載要綱、広告掲載基準に基
づき、業種および広告内容によっては掲載
できない場合があります。
申・問東洋印刷（西 10 南９、☎ 23・1321）へ。
担当課広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・
4109）

「おびひろ 暮らしと防災ガイド」の
発行と参加のご案内

事業主の皆さんへ
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ま
で
に
、
宇
宙
船
み
み
代
表
松
嶋
（
☎

０
９
０
・
７
５
１
３
・
６
５
５
４
、

kusum
uradesune@

gm
ail.com

）
へ
。

看
護
職
の
求
人
・
求
職
合
同
面
接
会

　

複
数
の
施
設
の
担
当
者
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
11
時
〜
12

時
に
採
血
の
演
習
を
し
ま
す
。

対
象
看
護
職
と
看
護
学
生（
最
終
学
年
）

日
時
７
月
15
日
㈮
、
10
時
30
分
〜
14
時

30
分

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
い
合
わ
せ
北
海
道
看
護
協
会
帯
広
業

務
支
所
（
☎
21
・
３
３
５
３
）

不
登
校
相
談
会

　

不
登
校
、
高
校
中
退
な
ど
の
不
安
や

悩
み
、
進
路
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
当
日
会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
７
月
17
日
㈰
、
10
時
～
16
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
い
合
わ
せ
は
る
に
れ
の
会
・
清
水

（
☎
38
・
２
４
２
７
）

帯
広
高
等
看
護
学
院
見
学
会

　

看
護
師
に
興
味
が
あ
る
高
校
２
年
生

以
上
で
、
初
め
て
参
加
す
る
人
を
対
象

に
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
７
月
28
日
㈭
、
午
前
の
部
10
時
～

11
時
30
分
、
午
後
の
部
13
時
～
14
時
30

分場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
７
月

11
日
㈪
～
15
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
帯
広
高
等
看
護
学
院

（
西
11
南
39
、
☎
47
・
８
８
８
１
、

obikan@
m
2.octv.ne.jp

）
へ
。

第
７
回
三
世
代
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
交
流
会

　

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生
と
保
護
者
、

祖
父
母
を
対
象
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通

し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
子
ど
も
用

の
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

日
時
７
月
30
日
㈯
、
９
時
～
12
時

場
所
木
立
の
広
場「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
緑
ケ
丘
２
）

定
員
子
ど
も
先
着
50
人
、
大
人
は
定
員

な
し

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
７
月
19
日
㈫

ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
・
棚
瀬
（
☎
35
・
１
６
６
４
）
へ
。

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
作
り
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

を
学
ん
だ
後
、
参
加
者
に
会
員
の
マ
ジ

ッ
ク
を
披
露
。
の
り
、
は
さ
み
持
参
。

対
象
小
学
生
。
小
学
１
〜
３
年
生
は
保

護
者
同
伴

日
時
７
月
31
日
㈰
、
10
時
～
11
時
30
分

場
所
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ（
公
園
東
町
３
）

定
員
先
着
20
人

費
用
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
７
月
20
日
㈬

ま
で
に
、
電
話
で
十
勝
マ
ジ
ッ
ク
愛
好

会
事
務
局
・
中
西
（
☎
０
９
０
・
３
３

９
２
・
０
６
５
４
）
へ
。

帯
広
工
業
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
い
ず

れ
も
７
月
22
日
㈮
、
17
時
ま
で
に
、
帯

広
工
業
高
校
（
清
流
西
２
、
☎
48
・
５

６
５
０
）
へ
。

◆
親
子
も
の
づ
く
り
教
室

　

木
材
を
使
っ
て
、
本
立
て
・
花
台
・

ミ
ニ
椅
子
の
ど
れ
か
を
製
作
し
ま
す
。

対
象
小
学
５
〜
６
年
生
と
保
護
者

日
時
７
月
31
日
㈰
、
９
時
〜
12
時

定
員
先
着
10
組

◆
部
活
動
体
験
・
見
学
会

　

目
的
意
識
を
持
っ
て
進
学
で
き
る
よ

う
に
部
活
動
体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
十
勝
管
内
の
中
学
２
・
３
年
生
と

保
護
者
、
中
学
校
の
教
員

日
時
８
月
７
日
㈰
、
第
１
部
８
時
50
分

劇
団
演
研
第
72
回
公
演

「
び
ん
ぼ
う
君
」

　

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
前
田
司

郎
の
初
期
の
代
表
作
に
、
帯
広
を
拠
点

に
活
動
を
続
け
る
劇
団
が
挑
戦
し
ま
す
。

日
時
７
月
2
日
㈯
、
①
17
時
～
、
②
20

時
～
、
３
日
㈰
、
14
時
～

場
所
演
研
・
茶
館
工
房
（
大
通
南
６
）

定
員
各
先
着
40
人

費
用
１
８
０
０
円
（
前
売
り
券
１
５
０

０
円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
劇
団
演
研
（
☎
０
８
０
・

３
２
６
６
・
０
２
７
９
）

講
演
会
「
絵
本
で
伝
わ
る

『
子
ど
も
の
き
も
ち
』」

　

く
す
の
き
し
げ
の
り
氏
（
児
童
文
学

作
家
）
を
講
師
に
、
自
身
が
描
い
た
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
が

ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
か
な
ど
を
講
演

し
ま
す
。

日
時
７
月
10
日
㈰
、
10
時
30
分
～
12
時

30
分
（
開
場
10
時
）

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
７
月
９
日
㈯

７月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、７月13日（水）、27日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集
地区は、７月６日（水）、20日（水）です。　問清掃事業課（西24北4、☎37・2311）

みんなの広場

問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
9月号掲載の受付締め切りは7月15日（金）です。

　糸でとじる「和とじ」の本や、
本格的なハードカバーの本。さ
らには手持ちの文庫本や手帳を
仕立て直したり、大切な写真を
入れるアルバムを作ったり。こ
の本は、さまざまな手製本の作
り方を、写真を交えて分かりや
すく教えてくれます。手製本は
表紙に自分の好きな紙や布を選
べるので、愛着もひとしお。手

作りすることが少なくなった昨今、自分だけの本作
りに挑戦してみてはいかがでしょうか。

本は読むのも楽しいけれど、自分で作るのも楽
しい。今月は、手製本の作り方について書かれ
た本をご紹介します。

図書館のオススメ

▷問　図書館（西2南14、☎22・4700）

※表紙画像使用許諾済

はじめて手でつくる本
☆著　者…ヨンネ　　☆出版社…エクスナレッジ

　おびひろ動物園には、さまざまな理由で保護され、
飼育しているエゾフクロウがいます。彼らは、自然の
中で暮らしていたため警戒心が強く、飼育担当者が獣
舎に入って餌を与えようとすると、大抵のフクロウは
逃げてしまいます。たった一羽を除いては・・・。
　そのフクロウは、近づいても逃げずにジッとこちら
を見つめ、人の手から直接餌を食べ、なんと、腕を差
し出すと乗ってきたのです。この時私は思いました「こ
の子はできる！」。
　今では、腕に乗せられるように足輪とひもを付け、
一緒にスポットガイドを行っています。このフクロウ
には名前がありませんでしたが、ガイドを担当するの
でこう命名しようと思います。その名も「ガイド主任」。
　飼育担当者の腕に乗るガイド主任に会いに、ぜひ動
物園にお越しください。

★エゾフクロウ
●出生地：北海道
●生年月日：不明（自然保護のため）
●性格：穏やか、ときどき凶暴
●好きなこと：日向ぼっこ

飼育員の頭に乗せることも

動物園のいまをお届け

▷問　動物園 （緑ケ丘2、☎24・2437）　 飼育担当　阿部　築
きずく

この子の名前は…ZOOZOO レター
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

～
12
時
、
第
２
部
12
時
50
分
～
16
時

第
７
回
消
費
者
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集

　

小
・
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
「
私

た
ち
の
ま
わ
り
の
消
費
・
生
活
・
環

境
」、
高
校
生
以
上
の
一
般
部
門
「
消

費
者
被
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
」
が
テ
ー

マ
で
す
。
１
人
１
作
品
に
限
り
ま
す
。

対
象
十
勝
管
内
在
住

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
８
月
26
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
ま
た
は

は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
帯
広
消
費
者
協

会
（
〒
080
・
0014
西
４
条
南
13
丁
目
、
と

か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎
22
・
７
１
６
１
、

osk-2@
atlas.plala.or.jp

）
へ
。

道
路
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

道
道
55
号
清
水
大
樹
線
（
帯
広
市
清

川
町
東
２
線
～
中
島
町
東
３
線
）
が
中

島
橋
補
修
工
事
の
た
め
、
11
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
20
日
ま
で
の
期
間
「
通

行
止
め
」
に
な
り
ま
す
。
付
近
を
通
行

す
る
際
は
迂
回
路
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
帯
広
建
設
管
理
部
事
業
課

施
設
保
全
室
管
理
グ
ル
ー
プ
（
☎
27
・

８
７
２
６
、
内
線
４
４
１
７
）

「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

飲
食
店
な
ど
「
お
米
」
を
提
供
、
販

売
し
て
い
る
事
業
者
に
は
、
産
地
の
表

記
、
記
録
の
作
成
・
保
存
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
お
米
の
量
に
関
わ
ら

ず
、
米
・
米
加
工
品
を
取
り
扱
っ
て
い

る
事
業
者
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
が
食
べ
る
お
米
の
安
心
・
安
全

に
つ
な
が
る
重
要
な
法
律
で
す
。
米
・

米
加
工
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
、
再

度
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
農
林
水
産
省
北
海
道
農
政

事
務
所
帯
広
支
局（
☎
24
・
３
１
５
４
）

命に関わることもある熱中症

安心安全メモ安心安全メモ
▷問　帯広消防署救急課（☎26・9132）

　暑い夏のシーズンになると、市内でも熱中症で救急搬送される人
がいます。重症化すると命の危険に及ぶ恐れがある熱中症。正しい
知識を身に付けて、しっかり予防しましょう。

〈熱中症を引き起こす３つの要因〉
環　境…高温多湿、日差しが強い、閉め切った屋内など
からだ…高齢者、乳幼児、二日酔いや寝不足など
行　動…�慣れない運動、長時間の屋外作業、水分補給が

できないなど

熱中症を予防するポイント

　

ラ
ッ
パ
型
の
大
き
な
花
を
つ
け
る

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
。
帯
広
の
森
で
は
7

月
中
旬
頃
か
ら
、
一
斉
に
咲
く
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
の
背
丈
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
り
、

写
真
で
見
る
と
派
手
な
印
象
で
す
が
、

薄
緑
色
の
花
は
森
の
中
だ
と
意
外
と

目
立
た
ず
、
気
付
か
ず
に
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

成
長
が
遅
く
、
開
花
に
は
８
～
10

年
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
花
が
咲
く
の
は
一
生
に
一
度

き
り
。
秋
に
実
を
つ
け
た
後
は
枯
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
一
度
の
開
花
で
確

実
に
子
孫
を
残
す
た
め
か
、
一
つ
の

実
の
中
に
は
数
百
個
も
の
種
が
入
っ

て
い
ま
す
。
種
は
風
で
飛
ぶ
よ
う
に

平
た
い
形
に
な
っ
て
い
て
、
立
ち
枯

れ
し
た
実
と
茎
は
翌
年
の
春
ま
で
残

り
、
そ
の
間
に
種
を
飛
ば
し
ま
す
。

　

帯
広
の
森
で
は
散
策
路
か
ら
も
オ

オ
ウ
バ
ユ
リ
が
見
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

帯広の森に咲くオオウバユリの花

写真・文
帯広の森・はぐくーむ　佐藤　航

オオウバユリ

ふるさと見聞録
　手や体の動き、表情を使って意思疎通を図る「手話」。この
コーナーでは簡単ですぐに使える一言を紹介していきます。

ワンポイント
手話講座

▷問　障害福祉課（市庁舎1階、☎65・4147）

今月の手話 「こんばんは」今月の手話 「こんばんは」

① 両方の手のひらを顔の横で相手に向けて
　 から、顔の前で交差させます
　「夜」という意味の手話です。
　動作の由来…目の前がだんだん暗くなっ
　　　　　　　ていく様子

② 人差し指を立てて向かい合わせた状態か
　 ら、両方の指先を曲げます
　「あいさつ」という意味の手話です。
　動作の由来…指を人に例えて、人が向き合
　　　　　　　ってお辞儀をする様子

イラスト出典：石狩市「手話でつながるいしかり」

飲めるようなら
スポーツドリン
クを少しずつ飲
ませる

もし熱中症になったら

・涼しい場所へ移動して、衣服を緩め、安静に寝かせる
・エアコンをつける、うちわなどで風をあてて体を冷やす
・体を冷やすには、体表近くの血管を冷やすのが効果的

首の
まわり

太ももの
つけね

わきの下

熱中症の応急手当て

保冷剤やペットボトル、缶ジュースを
タオルなどにくるんで当ててもよいでしょう

　　�涼しい服装　　　　日陰で適度に休憩
　　帽子をかぶる　　　こまめに水分補給
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申
請
方
法

　

申
請
書
に
、
見
積
書
、
写
真
な
ど
必

要
書
類
を
添
え
て
、
建
築
指
導
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
建
築
指
導
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
工
事
や
対
象
外
と
な
る

工
事
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

　オーロラ映像を通
して地球の素晴らし
さを全国各地で伝え
る、オーロラメッセ
ンジャー中垣哲也氏
による「オーロラ全天
投影会2016in帯広」
が、２日間にわたり

開催されました。
　帯広では２年ぶりの開催に、この日を待ちわびた約50
人が、プラネタリウム室に映し出された、まるで実物を
見ているかのような色鮮やかなオーロラ映像と、中垣氏
の軽妙なトークを楽しみました。
　参加者は約90分の間、オーロラや野生動物の映像など、
アラスカ、ニュージーランドへの旅を楽しみ、大満足の
様子でした。紙面の写真では感動を伝えきれません。皆
さんも機会があれば、ぜひご覧になってはいかがでしょ
うか。（５月27日、28日、児童会館）

　日本文化を十勝管内
在住の外国人に紹介す
るために、春・秋・冬に
開催している「森の茶
会」。今回は60人が参
加しました。
　作法を学びながら抹
茶を飲み、参加者は「エ
スプレッソみたいな濃さだ」「苦くておいしい」と初めての
味を楽しんでいました。抹茶や茶室などについて質問をし
たり、日本と母国の文化の違いを話したりと、和やかなひ
とときを過ごしていました。（５月21日、森の交流館・十勝）

　絶滅の危機にあるゾウの現状を知ってもらおうと、
象のUNKO★e

エ レ フ ァ ン ト
lephant p

ペ ー パ ー
aper代表の中村亜矢子さ

んによる、象ふん紙を使ったワークショップが開催
されました。動物園を訪れた家族らが、インドゾウ
の「ナナ」のふんから作った象ふん紙に絵を描き、ア
ート作品を作りました。
　この日は午後から、中村さんによる「おびZ

ズ ー
OOト

ークカフェ」も開催され、自身がアフリカで体験した
話や動物園の役割について語り、参加者に野生動物
と自然の大切さを伝えました。（５月22日、動物園）

絶滅の危機から、
みんなでゾウを守ろう！

森の茶会～春～

オーロラ全天投影会
2016in帯広

象ふん紙で作ったアート作品

情
報

問
い
合
わ
せ　
建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）

住
ま
い
の
改
修
助
成
事
業

　

住
宅
環
境
の
向
上
の
た
め
に
、
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
、10
万
円（
消

費
税
を
除
く
）
以
上
の
対
象
と
な
る
改

修
工
事
を
す
る
市
民
に
、
５
万
円
分
の

地
域
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

各
募
集
期
間
の
募
集
件
数
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。（
表
）

対
象
者

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
市
内
に
住
所
が
あ
る

・�

市
税
の
滞
納
が
な
い
（
納
税
状
況
に

よ
り
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

・
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い

・�

過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
ま
た

は
住
ま
い
の
改
修
助
成
を
受
け
て
い

な
い

対
象
住
宅

　

自
ら
所
有
し
居
住
し
て
い
る
住
宅

対
象
工
事

①�

建
築
物
の
維
持
保
全
、
長
寿
命
化
の

た
め
の
工
事
（
外
装
、
屋
根
、
内
装

等
改
修
工
事
な
ど
）

②�

環
境
負
荷
を
低
減
（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）

す
る
工
事
（
窓
改
修
、
断
熱
改
修
な

ど
）

③�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
工

事
（
段
差
解
消
、手
す
り
設
置
な
ど
）

④�

耐
震
性
を
高
め
る
工
事
（
柱
、
は
り

な
ど
の
補
強
工
事
）

カメラレポ Obihiro Camera Reportオビヒロ

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　  report@
city.obihiro.hokkaido.jp）

住
宅
改
修
で

５
万
円
分
の
商
品
券

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

表　募集件数・期間、抽選会の日程

募集件数 募集期間 抽選会※

第2回 150件 7月4日(月)
　　～15日（金） 7月25日(月)

第3回 100件 9月5日(月)
　　～16日（金） 9月26日(月)

　既に完了している工事
は対象にはなりません。
　改修工事の着手は、申
請後に郵送する「交付決
定通知書」が届いてから
行ってください。
　同一対象者、同一住宅
への助成は１回のみです。

※第１回は終了しました。
※�抽選会は市庁舎10階（第６会議室）で、いずれも13時
30分～14時30分で行う予定です。

注意事項


